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山本 ファレアタの地縁組織

フ ァ レ ア タ の 地 縁 組 織

サモァ社会における称号 システムの事例研究

山 本 真 鳥＊

      Territorial Organization of Faleata 

A Case Study of the Title System in Samoan Society

 Matori YAMAMOTO

   In the general Polynesian political system chiefly titles are 
organized on a genealogical principle. All the titles in a polity are 
traced to the eldest line through kinship link and are ranked ac-
cording to their genealogical distance to it; thus they are integrated 

 into a pyramidal structure of political authority. But, although the 
Samoan political system is based on the chief system as are other 
Polynesian societies, its titles are not organized on the same principle. 
Rather, chiefly titles are integrated on territorial bases, in which 
each title is somehow related to others. In this regard the Samoan 
chief system is unique among Polynesian societies. 

   Territorial organization has been highly developed in Samoa, 
each territorial group having kept relative independence of its own. 
This paper examines, in detail a particular territorial group of a 
small district, Faleata, located on the north coast of Upolu Island, 
Western Samoa, in order to analyse the manner in which chiefly titles 
are organized in the Samoan chief system. First, the  fa'  alupega, or 
formal address, of Faleata is examined. Then  the  fono, or meeting of 
chiefly council of Faleata, in which decisions for the territorial group 
are made, is checked with respect to its seating arrangement of title 
holders, to its order of kava cup presentation, to its order of giving 
formal speeches, and finally to its information network. Then 
important titles are examined in regard to their genealogies, historical 
relationships, geographical locations and legitimacy for their 

representability.

＊法政大学，国立民族学博物館共同研究員

１５１



国立民族学博物館研究報告　　９巻１号

   Detailed analysis of the complicated territorial organization of 

Faleata shows that, in Samoa, there is nothing like the single over-

arching principle observed in Tonga in integrating chiefly titles. 

Instead, inconsistent are the historical explanations which relate 

titles in order to make territorial integrations. Therefore, Samoan 

title system is more fragile and must be reaffirmed periodically 

on various occasions. Lack of centralization is the main feature of 

the Samoan political system. Dual opposition and interchangeable 

representation in the system are also discussed.
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１． は じ め に

　本稿１）で試 みようとしてい るのは， サモ アの伝統的な政治制度の基本 的な様相 をひ

とつの具体的な地縁組織 に着 目 して素描 し，分析す ることであ る。 サモアは，ポ リネ

シア社会の例 にもれず首長 システムに立脚 した社会 であるが，首長称号の格づけ につ

いて ポ リネシア社会 の中で は異色の システムをもつ。

　他の ほとんどの ポ リネシア社会において，首長称号の格 づけは年長優位の原理 と系

譜 の一元化 により行なわれ る。その最 も良 い例 はサモ アの南 隣に位 置す る トンガで，

Ｃａｐｔａｉｎ　Ｃｏｏｋが ここを訪れた１８世 紀後半 には，　Ｔｕ’ｉ　Ｔｏｎｇａ という王の下，社会 は

年 長優位の原理 によ りひ とつの系譜 に統合 されて いた。 すなわち，Ｔａｎｇａｌｏａ神 の子

の Ａｈｏｅｉｔｕが初代 Ｔｕ’ｉ　Ｔｏｎｇａで， ほ とん どは長男継承 によりライ ンを辿 る ことが

できる。 そ して Ｔｕ’ｉ　Ｔｏｎｇａの年少 ライ ン，　Ｔｕ’ｉ　Ｈａ’ａｔａｋａｌａｕａ，さ らにその年少 ラ

１）この論考のもととなった調査は１９７８年６月～７９年 ９月，８０年 ２月，７月，８１年 ５月～ ９月の

間に行なわれた。最初及び最後の調査は各々，米国 Ｅａｓｔ　Ｗｅｓｔ　Ｇｅｎｔｅｒと放送文化基金（財）の

経済的援助によるものである。記して感謝を献げたい。また，この論考の一部は民族学博物館

共同研究 「ミクロネシアの民俗文化のエスノヒス トリーの研究」の会合にて報告している。研

究会メンバーの活発な御意見，御批判にも感謝したい。
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イ ンの Ｔｕ’ｉ　Ｋａｎｏｋｕｐｏｌｕの あわせて ３つの ライ ンを基幹 として，他 の首長称号 はす

べてそのいずれかの ライ ンへ系譜を逆のぼる ことがで きる。 つ まり トンガの首長称号

はその称号 が発生 した時の Ｔｕ’ｉ　Ｔｏｎｇａ か らの系譜上の距離 を はか ることがで きる

のであ る。 すべての称号は この系譜的距離 によって格づ けされ，か くして ピラミッ ド

型のひ とつの構造 に統合 されているので ある ［ＳＡ肌 ＩＮｓ　 １９５８：１３９－１５１；Ｍ ＡＲｃｕｓ

ｌ９８０］。

　 それ に対 してサモアで は， すべての称号 の格づ けの基準 とな るよ うな中心的な称 号

は存在せず，サモアに中央集権 は発達 しなか った。サモア全土 に名の きこえた いくつ

かの称号 も存在す るが，分権的原理が優先 しているので，傍系 として派生 した称号が

あ りながら必ず しもそれ らの格づ けの中心 とはなっていない。 すなわち， トンガの よ

うに中心的称号 に対す る系譜上 の距離 によって称号の格づ けが行なわれ るのではない。

サモアの場合 に重要なの は，相対的 な自立性を もった分権的な地縁組織 であ り， その

内で諸 々の称号 は互 いに関係 づけ られ，固有な政治空間を形成す るのであ る。

　 本論考の焦点 は， その ような地縁組織 内で，必ず しも起源 を同 じくしていない複数

の称号同士がいかに して互い に結 びつけ られ，関係 づけ られて いるか， とい う問題 に

向 け られてい る。 ここで はファ レアタ （Ｆａｌｅａｔａ）とい う一地縁組織 をとりあげ，記述，

分析す る過程でその問題 を考察 してい こう。

　 そ こでまず，サモアの首長称号 と親族組織 との関連，及 び首 長称 号のカテゴ リーと

役割 について，以下簡単 に述べてお く。

　 サモアの個 々の首長称 号名の母体 とな るの は， ひとつの村 をベース として祖先を共

有す る ’ｄｉｇａ （親族集団）であ る。’厩９αは村 の中に宅地，耕地，そ して単数 ない し複

数の ｍａｔａｉ（家長） の称号名 をもつ。 称号 名は例えば Ａｉｏｎｏ とか Ｓｕａ とかい うよ う

な固有の名で，’４乏９α の故事 に由来 し，代 々 物忽α のメ ンバ ーによ り受け継がれて い

くもので ある。実際に ’魂 α の土地 に住 み，宅地，耕地 を利用 して暮 してい る人 々は

通常 ３～１０世帯 ほどであるが， 性無視的 （ｃｏｇｎａｔｉｃ）に系譜 を辿 り得 る人 は皆，土地

や称号 に関 して幾分 かの権利を主張で きるので，潜在的 なメ ンバ ーは相当数にのぼる。

’読ｇαの うちで最高位の称号名を継承す る人 を選 出す る母体 は その よ うな 潜在的 メン

バ ーを 含めた ’厩ｇαであ る。 継承者 は前任者 の長男 とは決ま って お らず，’その都度

’ｄｉｇａの集会で全 員一致で適任者を選 び出すので あり， 時には共通の祖先 の血を受け

継 いでいない婚入者や養子が選 ばれる ことす らある。 嬢 ｇα内の他 の称号名 に就 く人

は， この最高位 初α加 により適宜任命 され ることになる。

　 称号名を授与された人 は ’δゼ８αの内で は ｍａｔａｉとして， ’δ疹９α経営 に リーダーシ ッ
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プを とることとな るが，対外的には ａｌｉ’ｉか ｔｕｌａｆａｌｅとい う政治的役割のいずれか ひと

つを担 っている。ａｌｉ’ｉ／ｔｕｌａｆａｌｅの区別は各 々の称号名 に定め られてあるものだが，　ａｌｉ’ｉ

は首長 として の威厳 を一身に体現す る役割であ り， ｔｕｌａｆａｌｅは ａｔｉ’ｉの 「家来，従者」

と して ａｇｉ’ｉのかわ りに儀礼的演説を した り， 食物を分配 した り， メ ッセンジ ャーの

役を果たすな ど，様 々な具体的仕事を引き受 けるのであ る。ａｔｉ’ｉが威厳を示すため何

もせず に黙 して座 っているの に対 し，ａｔｉ’ｉの代理人であ る ｔｕｔａｆａｔｅは表向 きは ａｔｉ’ｉの

忠実な従者 と してへ り下 って いるが， 実際に は ｔｕｌａｆａｌｅは ａｌｉ’ｉの支配を抜 け出 し，

政治活動の大 きな部分 を担 うことによ り，実権 を掌中にお さめて いる２）。 またそれ ば

か りでな く，ａｌｉ’ｉも ｔｕｌａｆａｌｅも各 々のカテゴ リーの内で序列を形成 してお り， 中には

非常に位 の高 い ｔｕｌａｆａｌｅがいる一方 ， 自分 のために演説 して くれ る ｔＵｔａｆａｌｅももて な

い ような位 の低 い ａｌｉ’ｉもい るのである。

　 か くして サモアの地縁組織 は，称号間の格式の差， ａｌｉ’ｉ／ｔｕｔａｆａｌｅの別， 各 々の称号

に固有の役割 とい った複雑な要素を含 み構成 された小宇宙 とな って いる。地縁組織 と

しての ファレア タを分析す るにあた り， まず次節で はファ レアタのｆａ’ａｌｔｔＰｅｇａとい う

公式の呼びか けに現 れ る有力称号名を検討す る。ｆａ’ａｌｕＰｅｇａの中では重要 な称 号名 が

すべて唱え られな くてはな らないが，称号 の 「重要性」 とは地 縁集団 の統合 レベルに

応 じて異な る相対 的な もので ある。その点について考察す るために， フ ァレアタの中

の ひとつの村 トアムアのｆａ’ａｌｕＰｅｇａについて も同様 に検討を加 える。

　 第 皿章 で は，地 縁集団の合議体が開催 する会合一 各称号名の保持者 たちが集ま る

　　 を称 号の序列 を繰 り返 し強調す るための儀礼 と して とらえ，席次，演説， カヴ ァ

杯 の順位， そ して情報伝達 のた めの連絡網 の うちにそれを探 ってみる。

　 第ＩＶ，　Ｖ，　ＶＩ章 で は，前二章 の検討をふまえ， さ らにデータを加 えつつ， フ ァレァ

タ内部の有力称号間の関係 についての分 析を行 な う。 そのために ａｌｉ’ｉ相互の関係，

ａｔｉ’ｉ／ｔｕｔａｆａｇｅの対 の関係，　ｔｕｌａｆａｔｅ相互 の関係， の ３つの分 析軸 を もうけて検討す る。

　 この論考の中で以下 に検討す る情報は，サモアの伝統文化 に通 じたひ とりの ｔｕｌａｆａｌｅ

か ら得た ものであ るが，彼 は Ｔｏ’ａｆａ と呼ばれ るフ ァレアタの有力 鰯 ⑳ ‘６団の うち

の一称号 に仕え る ｔｕｌａｆａｌｅである。 サモ アにおいては， とりわけ称 号にかかわ る情報

２）この ｔｕｌａｆａｌｅの力は，　ａｌｉ’ｉの称号名同士が系譜という明確な証拠により序列化されているの

ではない，というサモァ特有の称号システムの状況と無関係ではあるまい。というのはひとつ

の地縁組織の内で，各称号名，各称号群は，ともすれば不安定で，一貫性もなく，矛盾だらけ

の口頭伝承により媒介されているのだが，これらの伝承を管理 し，公式の場での演説という行

為を通じて，ほころびをつぎ合わせながら称号同士を結びつけるのは 配ψ あの仕事である。

トンガにも同様に ｅｉｋｉ（首長 ：サモァの ａｌｉ’ｉと語源は同じ）の家来として仕える ｍａｔａＰｕｌｅと

いう役があるが，これがトンガの政治活動の実権を握るということはかつてなかった。
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はそれに直接関係のある人 しか口にすることはできないし，集団及び集団内部の利害

対立が激 しいから，立場を超越 して真理であるような，客観的な情報 というものを得

るのは難しい。従って筆者の得た情報もある意味では Ｔｏ’ａｆａ寄りであるといえるだ

ろう。将来ファレアタの他の称号保持者か らも情報をとってみると，さらに意義深い

研究が可能となるのは明 らかである。 しか しこの論考で行なっているのは，そうした

情報の間のヴァージョンを研究する以前の段階において，それなりに首尾一貫 してい

ると思われるひと組の情報か ら， ともかくもひとつの組織体のなりたちを明らかにす

ることである。

ＩＩＩ．　 フ ァ レ ア タ の ｆａ’ａｌｕpｅｇａ

　ｆａ'ａｌｕpｅｇａとはひとつの地縁集団一 地縁集団とはここでは地縁合議体 （ｆｏｎｏ）を共

有す る集団のことを指している。地縁合議体は最小の村 （ηπ’の からサモア全土に至る

まで様 々のレベルで存在する　　に対する形式を備えた呼びかけで，それぞれの地縁

集団の重要な称号名ないし称号集団名がその内に含まれている。サモアでは・人や集

団が 出会った時には相手の称号名を唱えて 挨拶をす る習慣 があ るが， この行為を

ｆａ'ａｌｕpｅという。複数の称号に対 しｆａ'ａｌｕpｅする時， 相手方の序列をとり違えたり重

要な称号名を抜かして礼を失することのないように，細心の注意を払 う必要がある。

そのために地縁集団に対する呼びかけは，常套句として人々の間に語 り伝えられてい

るが， これがｆａ'ａｌｕpｅｇａで あ る。 有能な ｔｕlａｆａlｅは皆， サモア各地の地縁集団の

ｆａ'ａｌｕpｅｇａに習熟 していなくてはならない。ｆａ'ａｌｕpｅｇａはこうして集団内部ばかりで

な く外部によって も認定された，地縁集団が有する諸称号間の序列であるということ

もできよう。 ファレアタの地縁組織を調べるにあたりまずこのｆａ’ａｌｕＰｅｇａから始める

のが適当であろう。

　 さてファレアタのｆａ'ａｌｕpｅｇａを検討する前に，サモアの地縁組織の中でのファレア

タの位置について一応述べておこう。サモア諸島第二の島ウポル（Ｕｐｏｌｕ）島３》は・人

口が集中し政治権力をめぐる争いの最も激 しかったところである。伝統的には西から

アアナ （Ａ’ａｎａ）， トゥアマサガ（Ｔｕａｍａｓａｇａ），アトゥア （Ａｔｕａ）の３つの地方に分か

れているが，この論考の中心であるファレアタは トゥアマサガ地方の北岸中央に位置

．３）以下，地名，人名 （主として称号名）が多出するが，煩雑さを少 しでも避けるために・人名

はローマ字表記，地名はカタカナ表記（ただし初出に際してはカッコ内にローマ字表記を付す）

とする。
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図 １　 サモア及びウポル島北岸中央部

す る小地方であ る （図 １ 「サモア及 びウポル島北岸 中央部」参照）。海沿いの道約 ６．６

ｋｍ に人家は 集中 して いるが， 耕地 は山の斜面 を南へ と広が って いる。 首都 アピア

（Ａｐｉａ）に近 いた め最近の人 口集 中が著 し く， １９７６年現在約 １万 ５３００人４）が住んでい

る。 フ ァレアタ は８つの村 （ｎｕ’ｓｃ）に分 かれてお り， それ らは 東 か ら順 に， ヴァイモ

ソ （Ｖａｉｍｏｓｏ），レペア （Ｌｅｐｅａ）， ヴ ァイロア （Ｖａｉｉｏａ）， ヴァイ ウス （Ｖａｉｕｓｕ）， ヴァ

イガガ （Ｖａｉｇａｇａ）， ヴ ァイテ レ （Ｖａｉｔｅｌｅ），サ イナ （Ｓａｉｎａ）， トアムア （Ｔｏａｍｕａ）で

ある。原則 と して村 は， ひ とつの 自治体 と して，称号保持者で構成 される地縁合議体

（ｆｏｎｏ）を有する最小単位であ るが， あまりに人 口の多 い村 ともな るとさらにい くつか

の小村 （ｐｉｔｏｎｕ’ｕ）に分かれて，各 々の小村が細 かいことを決定す る地縁合議体を構成

し，村のそれは大事 なことを決 める時 に集 まるだけという場合 もあ る。す なわ ち人 口

増加 に伴い，村 が機能 しにくくな りやがて分裂 してい くという過程が成立 して いるよ

うにみえ る。 フ ァレアタに関 して も， もとは村であ ったのが この過程を経 て村の連合

体 である小地方 にな った とい うことが推測で きる。 けれ どもファ レアタが村で あると

４）都市化現象に伴い，アピアで職をもつ人々が構成する非伝統的コミュニティが行政区として

のファレァタにも多く形成されている。この国勢調査にはそうした村々も含まれているので，

伝統的村に属するのは実際にはこの半分以下であろう。一方，ファレアタ以外のところ （アピ

ァ，外国の他，他村も含めて）に住みながらファレアタの称号をもつ人々もおり，何かあると

彼らはファレアタまでやってきて行事に参加する。
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い う意識 はもはや人 々の間 にはない。 ファ レアタは強 いていえば， 露励観ヴというカ

テゴ リーに入 って いる。磁 〃副 σとは国 ＠δ１δ）の部分 （ｉｔｉｔ）という意味であるが，この

語は村 を超 えた地縁組織 にはすべて あて はめ ることがで きる。 すなわ ち トゥアマサガ

のよ うな大 きなもの にも， またその一部であ るようなフ ァレアタに も用 いる ことので

きる，大 きさに関 して は極 めてルーズな語であ る。人 々はむ しろ， ファレアタや トゥ

アマサガとい う固有名詞のみを，地名及び地縁組織 をさす語 と して通常，用 いてい る。

　 さてそれで はいよいよファレアタの漁 ’α勿 昭αについて検討 しよう。

ファレアタのプン認ψ鯉α

1  Afio mai Tapa'au, 

2 lau  afioga  Faumuind o le tupufia. 

3 Susu mai Matai'a o le tama a le fale. 

4 Susu mai Seiuli o le  alo  o Malietoa. 

5 Maliu mai  lo outou  To'afa ma lau fetalaiga Va'aulu. 

6 Maliu mai le Saofa'iga, 

7 ma le Fa'apito Saofa'iga. 

8 Maliu mai le Pulelua ma le  Faiga.. 

9 Maliu mai le Nofoapule. 

10 Maliu mai Lauati ma Motuopua'a. 

11 Maliu mai Pua'asegisegi ma Pua'alatamai, 

12 ma le lauti ma laulelei. 

13 Ia  to 'oe Faleata.

（日 本 語 訳 ）

１　 フ ァ レ ア タ の 最 高 位 称 号 よ ， よ う こ そ ，

２　 　 王 者 ， Ｆａｕｍ ｕｉｎａ よ。

３　 フ ァ レ ア タ の 王 子 ， Ｍ ａｔａｉ’ａ よ 。

４　 Ｍ ａｌｉｅｔｏａ の 息 子 ，　Ｓｅｉｕｌｉよ。

５　 あ な た 方 Ｔｏ’ａｆａ， そ して ｔｕｌａｆａｔｅ の Ｖａ’ａｕｌｕ よ 。

６　　Ｓａｏｆａ’ｉｇａ，

７　 　 そ し て Ｆａ’ａｐｉｔｏ　Ｓａｏｆａ，ｉｇａ よ 。

８ 　Ｐｕｌｅｌｕａ と Ｆａｉｇａ よ。

９　 Ｎ ｏｆｏａｐｕｌｅ よ 。

１０ Ｌａｕａｔｉと Ｍ ｏｔｕｏｐｕａ’ａ よ 。

１１　 Ｐｕａ’ａｓｅｇｉｓｅｇｉ と Ｐｕａ’ａｌａｔａｍ ａｉよ・

１２　 　 そ して そ の 他 諸 々 の 称 号 よ。

１３　 あ な た 方 フ ァ レ ア タ の ｔｕｔａｆａｌｅ た ち よ。
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各行 のは じめに出て くる Ａｆｉｏ　ｍａｉ，　Ｓｕｓｕ　ｍａｉ，　Ｍ ａｌｉｕ　ｍａｉはいずれ も，「ようこ

そ」「い らっ しゃいませ」の意味の敬語で あるが，ｆａ’ａｔｕＰｅｇａ中で は単 に主人側か ら来

客側に対 する呼びか けとして ばか りで はな く，来客側か ら主人側に対 する挨拶 と して

も同 じく用 い られ る。前二者 は ａｌｉ’ｉに対 して の，後者 はｔｕｌａｆａｌｅに対 しての呼びかけ

であ る５）。最初の ４行はフ ァレアタの三大 ａｔｉ’ｉに対 する呼 びか けで， １行 目で ３人全

員 に対 して呼びかけた後，Ｆａｕｍｕｉｎａ，　Ｍ ａｔａｉ’ａ，　Ｓｅｉｕｌｉ，と個別 に呼びかけてい く。

Ｆａｉｍｕｉｎａ は レペア村の最高位称 号である。

　 Ｍａｔａｉ’ａの称号 につ いて は 少 々詳 しい説 明を 要する だろ う。 この称号 名は最高位

ａｌｉ’ｉと して ファレアタに ２つ，ひ とつはヴ ァイモソ村， もうひとつ はヴ ァイテ レ村 に

存在す る。 もとはひとりの Ｍ ａｔａｉ’ａと して出発 したのだが，あ る時期 に ２人が同時に

この称号名を授か り，以後 ２人に定着 し，互 いに独立の称号 となって しまって このよ

うな事態 に陥 った と考 えることがで きる。称号のみな らず Ｍ ａｔａｉ’ａ選 出の母体 として

親族集団 も ２つに分裂 し，それ にあわせ て土地 も分割 してい る。 こうした現象　　こ

こで は称号分裂 と呼ぶ ことにす る一 は称 号 システムの発達 したポ リネ シアの中でも

サモア特有の もので，他の称号 システムにはあま り見 られない。 ’魂 α の拡大 に伴 っ

て １人 の ｍａｔａｉの リーダーシ ップの下 には連 帯がはかりに くくな る， とい うのがその

主 た る原 因 と考え られ る。 こうした複数の同名称号保持者 は，対外 的な場面 では，誰

で もよいがその うちの １人 だけが ’δｆｇαの代表者 とな ることがで きる。

　 Ｓｅｉｕｌｉはヴ ァイ ウス村 に属 してい る。　Ｍ ａｌｉｅｔｏａ とはフ ァレアタを含 めた上位区分

であ る トゥァマサガ地方全体 を象徴す る最 も位の高 い称号で ある。 初代の Ｓｅｉｕｌｉは，

Ｍ ａｌｉｅｔｏａ 称号の ある保持者 の息子であ った ことが知 られ， それゆえに この 称号 は

「Ｍ ａｌｉｅｔｏａの息子」 と呼びかけ られ る名誉を誇 っている。

　 ５行 目以下 は， この ３人の ａｌｉ’ｉに付 き従 う ｔｕｌａｆａｌｅたちである。 まず ５行 目の最初

に来 るの はＴｏ’ａｆａ（４人の意）で， その名の通 り ４つの ｔｎｔａｆａｔｅ称号か ら成 る ｔｕｌａｆａｌｅ

団で ある。 それ らは最 も東 に位置す るヴ ァイモソ村の Ｍ ａｎｕｌｅｌｅｕａ と Ｕｎｅ， そ して

最西端の トアムア村 の Ａｌｅ と Ｕｌｕ であ るが， ５番 目の Ｖａ’ａｕｌｕ は， トアムア村で

Ａｌｅ，　Ｕｌｕ に続 くナンバ ー ・ス リーの ｔｕｌａｆａｔｅで，時 と して Ｔｏ’ａｆａに付随する称号 と

して登場す る６）。Ｓａｏｆａ’ｉｇａ は， レペ ア村の高位 ａｌｉ’ｉ，　Ｆａｕｍｕｉｎａ に仕 える ｔｕｌａｆａｌｅ

団であ り， その 内には多 くの ｔｕｔａｆａｔｅを含むが，　Ａ’ｉとＶａｉｔａｇｕｔｕとい う２つ の称号

の各保持者が その リーダ ーを務め る。 また ７行 目の Ｆａ’ａｐｉｔｏ　Ｓａｏｆａ’ｉｇａ はここでは

ヴァイ ウス村 で Ｓｅｉｕｌｉに仕え る Ｕｌｕｇｉａ とその配下 の ｔｕｌａｆａｌｅた ち （Ｓａ　Ｕｌｕｇｉａ：

５）サモア語の敬語語彙は，ａｔｉ’ｉに対するものとｔｕｌａｆａｌｅに対するものと異なる場合が多い。

　６）Ｔｏ’ａｆａと Ｖａ’ａｕｌｕをあわせて Ｆａｌｅｌｉｍａ（五家）ということもある。
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Ｕｌｕｇｉａ一家）を指 してい る。但 しこの ｔｕｌａｆａｔｅ団の名 は広 義に用 い られた時に は， ヴ

ァイモソ村，トアムア村（両方 ともに Ｔｏ’ａｆａの いる村）お よび レペア村 （Ｓａｏｆａ’ｉｇａ の

い る村）を除 く村 々の ｔｕｌａｆａｌｅた ちを一括 してい う。 ８行 目以下 には，　Ｕｌｕｇｉａ を除い

た，広義 の Ｆａ’ａｐｉｔｏ　Ｓａｏｆａ’ｉｇａを列挙 してあ る。 ８行 目はヴァイ ロア村の ｔｕｌａｆａｌｅの

ことであ り，Ｐｕｌｅｌｕａとは Ｎｕ’ｕ，　Ａｔｉｎｕ’ｕ を指 してい る。 ９行 目の Ｎｏｆｂａｐｕｌｅ とは

ヴァイテ レ村 の Ｔｏｉ，　Ｔａｌａｇａ，な らびに Ｐｕｌａを指す。１０行 目はサイナ村，１１行 目はヴ

ァイガガ村 の ｔｕｌａｆａｌｅた ちであ る。１２行 目に登場す る ｌａｕｔｉとｌａｕｔｅｌｅｉとは，　ｆａ’ａｌｕＰｅｇａ

にわざわざ名の出ることはないよ うな，雑用を こなす位の低 い無 名の ｔｕｔａｆａｔｅた ちの

ことである。１３行 目の ファレアタとは地名であ るが， ここで は地名その もので はな く，

ファ レアタを代表す る ｔｕｔａｆａｌｅのことを さしている。 ファレアタを代表で きるのは誰

か， とい う問題 は後 に詳 しく検討 した いが， ここでは ファレアタとは地名である と共

にｆｏｎｏで もあり，代表者 でもあるということに注意を喚起 してお こう。

　 以上のよ うなフ ァレアタのｆａ’ａｔｕＰｅｇａに登場す る称号群 を整理 したのが表 １である。

フ ァレアタの最高位 は，Ｆａｕｍｕｉｎａ，　Ｍ ａｔａｉ’ａ，　Ｓｅｉｕｌｉの ３つの ａｌｉ’ｉ称号であ り，これ

に多 くの ｔｕｔａｆａ　ｔｅ団が付 き従 って いるが，その中で も代 表的なのは Ｔｏ’ａｆａ，　Ｓａｏｆａ’ｉｇａ，

狭義の Ｆａ’ａｐｉｔｏ　Ｓａｏｆａ’ｉｇａ（Ｕｌｕｇｉａ　一一家） の ３グループである。 これ ら称号名各 々

の役割や格の相違 については次章以下 において考察 してい こう。但 しその前 にフ ァレ

アタを構成す る一部分 であるところの村 のｆａ’ａｌｕＰｅｇａに簡単 に触れ， ファレアタの一

部分 と全体の関係をみてお きたい。

　 ファレアタはウポル島北岸 に位 置す る ８つの村 か ら成 ってい るが， これ らは各 々独

立 した自治体で あ り自 らの地縁合議体 と してのｆｏｎｏを もち，同時に各 々のｆａ’ａｌｕＰｅｇａ

表 １　ファレアタの代表的称号

称 号
村

東 ヴ ァ イ モ ソ

ali'i

Matai'a

tulafale

レ ペ ア

Ｍ ａｎｕｌｅｌｅｕ’ａ，Ｕ ｎｅ ［Ｔｏ，ａｆｉ の ２人 ］

 Faumuinfi Ｓａｏｆａ，ｉｇａ

ヴ ァ イ ロ ア Ｐｕｌｅｌｕａ （Ｎｕ'ｕ，Ａｔｉｎｕ'ｕ），Ｆａｉｇａ

ヴ ァ イ ウ ス Seiuli Ｆａ，ａｐｉｔｏ Ｓａｏｆａ'ｉｇａ （Ｕ ｌｕｇｉａ）

ヴ ァ イ ガ ガ Ｐｕａ，ａｓｅｇｉｓｅｇｉ，Ｐｕａ，ａｌａｔａｍ ａｉ

ヴ ァ イ テ レ Matai'a Ｎ ｏｆｏａｐｕｌｅ （Ｔｏｉ，ＴＵＩａｇａ，Ｐｕｌａ）

サ イ ナ Ｍ ｏｔｕｏｐｕａ'ａ，Ｌａｕａｔｉ

西 ト ア ム ア Ａｌｅ，Ｕｌｕ ［Ｔｏ，ａｆＥ の ２人 ］，Ｖ ａ’ａｕｌｕ
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を もつ。 ここで例 と して とりあげ るの は， ４つの小村か ら成 り計１３００人 （１９７６年） の

人 口を擁す る トアムア村である。

トア ム ア 村 の ｆａ’ａｌｕＰｅｇａ

1 Maliu mai  lo lua To'alua, Ale ma Ulu, 

2 ma lau fetalaiga Va'aulu. 

3 Susu mai le Gafa o Atoe, 

4 ma le  Italua  Sä Tunumafono.

（日本 語 訳 ）

１　 あ な た 方 Ｔｏ’ａｌｕａ （２人 ），　Ａ ｌｅ と Ｕ ｌｕ よ ，

２　 　 そ し て ｔｕｌａｆａｌｅ の Ｖ ａ’ａｕｌｕ よ 。

３　 Ａ ｔｏｅ の ａｔｉ’ｉた ち よ ，

４　 　 そ し て Ｔ ｕｎｕｍ ａｆｏｎｏ 家 の 分 家 の 人 々 よ ， よ う こ そ 。

　 トアムア村 はファ レアタの代表的な ｔｕｔａｆａｔｅ団，　Ｔｏ’ａｆａ の うちの Ａｌｅ と Ｕｌｕ の

村で ある。 この村で は 観 ⑳ あ が最上位を占めてお り， 同 じような村 はファレアタで

は他 にヴァイ ロア， ヴ ァイガガ， サイナが あるが，サモア全土で みるとこのよ うな村

はむ しろ数 が少 ない。　 トアムア村 は東 よ り順番 に， トアムア （Ｔｏａｍｕａ＞小村， ウソ

ア リイ （Ｕｓｏａｌｉ’ｉ）小村，サ フネ （Ｓａｆｕｎｅ）小村， ブイパ ア （Ｐｕｉｐａ’ａ）小村 の ４つの小

村 に分かれている。 東端 の トアムア小村 は Ａｌｅ とその ’δゴ９α によ って 成 り立 って お

り， 同様にプィパ ア小村 は Ｕｌｕ とその ’δ忽α の村であ る。　Ａｌｅ も Ｕｌｕ も数多 くの

ｔｕｌａｆａｔｅ称号 を配下 にもつ。　Ａｌｅの配下の ｔｕｔａｆａｌｅた ちは Ｉｎａｉｌａｕｎａｏ’ｏ，　Ｕｌｕ の配下

の ｔｕｌａｆａｌｅた ちは Ａｏｇａｍａｌｉｅと総称 され る。

　 フ ァレアタの三大 ａｌｉ’ｉ称号のひ とっ Ｍ ａｔａｉ’ａが ２つ に分裂 して いた ように トアム

ア村の Ａｌｅと Ｕｌｕの称号 も各 々 ２つと ４つ に分 かれ，それぞれが ’吻 αの分枝 をひと

つずつ率いてい る。 これ らの称 号保持者た ちは実際にはその分枝の リーダー シップを

とるにすぎないが， にもかかわ らず，対外的 にはひと りで ’δゴｇα全体を代表す る存在

で ある。 保持者 のいずれかひ とりだけが ｆｏｎｏに出席 して いる時， 彼 は彼 の分枝 のみ

な らず 冤 ｇα全体を代 表する存在 とみな され る。 つま り，分裂 した称号間に上下関係

はな く， しか も各 々の称号 は ’厩ｇαを代表す ることにおいて 置換可能な相似物 となっ

て いるのである。 しか し，各称号保持者が複数出席 した時 には，ひ とつの称号 に人 が

複数， とい う矛盾がお きることになる。 この ような時には，適宜順番 にひ とりが称号

に定 められた役 を行な い，他は 脚 弼δ（お休み） して矛盾 を避 けることが多 い。た だ
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ｆａ’ａｌｕｐｅｇａは，　Ａｌｅが ２人 出席 して いれば，‘‘Ａｌｅ　ｍａ　Ａｌｅ”（Ａｌｅと Ａｌｅ），　Ｕｌｕが ３人

出席 していれ ば， ‘‘Ｕｌｕ　ｍａ　Ｕｌｕ　ｍａ　Ｕｌｕ”（Ｕｌｕ と Ｕｌｕ と Ｕｌｕ）とい うように場合

に応 じて修正 して用 いてい る。 複 数の Ａｌｅ と Ｕｌｕの各 々に配下の ｔｕｌａｆａｌｅが いるの

で，Ｉｎａｉｌａｕｎａｏ’ｏが ２組，　Ａｏｇａｍａｌｉｅは４組存在 することにな る。

　 ファレアタの ｆａ’ａｌｕＰｅｇａに も登場 した Ｖａ’ａｕｌｕ は トアムア村の東西に拮抗す る形

で存在す る トァムア小村 とブイパァ小村の間のサ フネ小村 にいて，ナ ンバ ー ・ス リー

の地位 に甘ん じて いる。 Ａｌｅと Ｕｌｕ の次に付け足 しとして出て くることが多 いので，

サモア全土 に も名 は知 られてい るが，前二者 と異な り配下の ｔｕｌａｆａｌｅを もつとい うこ

とがない。

　 トアムア村 は Ａｌｅ と Ｕｌｕ をは じめとす る ｔｕｌａｆａｌｅた ちが勢力を もつ村であ るが，

ここにも ａｌｉ’ｉが全 く存在 しない とい うので はない。 重要性 は低 く名前 も有名ではな

いが，若干の ａｌｉ’ｉ称号 が主 と して ウソア リイ小村，サ フネ小村 にいる。　Ｇａｆａ　ｏ　Ａｔｏｅ

（Ａｔｏｅ の ａｌｉ’ｉた ち） はサフネ小村の Ｐｅｐｅ，　Ｆａｎｅｎｅ，　Ｆａ’ａｉｔｕ の ３称 号を指 し，１ｅ

ＩｔＵｌｕａ　Ｓａ　Ｔｕｎｕｍａｆoｎｏ （Ｔｕｎｕｍａｆｏｎｏ家の分家） には ４つの ａｔｉ’ｉ称号 と数多 くの

ｔｕｌａｆａｌｅ称号 が含 まれ るが， この うちの Ａｕｍｕａｇａｏｌｏ，　Ｐａｌｕｓａｌｕｅ，　Ｍ ａｎｕ’ａ の ３つの

ａｌｉ’ｉ称号を代 表 として指す。　Ｔｕｎｕｍａｆｏｎｏ家 は，同 じトゥアマサガ地方の南岸 サ フ

ァタ （Ｓａｆａｔａ）で大 きな勢力を もつ ’ａｉｇａで あるが， この一部 が内輪 もあをお こして

トアムア村の Ａｌｅの もとに庇護を求めて きたのが， ウソア リイ小村 の Ｔｕｎｕｍａｆｏｎｏ

家 の由来であ るとい う。 したがって トアムア村 の この部分 は， コンテクス トに応 じて

独立の ’δゴ８α と考 え られた り， また時には Ａｌｅの配下 と考え られた りして一定 して い

な い。

　 以上のよ うに トアムア村 にも数多 くの称号 が存 在 して は い る もの の， す べ て が

ｆａ’ａｌｕＰｅｇａ に登場するわけで はな い。村の ４つの部分 を代表す る称号や称号群 の名 を

呼びあげて村全体 をつ くす とい って も， コ ンテクス トに応 じて それ は異 な って くる。

３行 目と ４行 目の Ｇａｆａ　ｏ　Ａｔｏｅや ｌｅ　ｌｔｉｔｌｕａ　Ｓａ　Ｔｕｎｕｍａｆｏｎｏ は トアムア村 だけの

ｆａ’ａｌｕＰｅｇａには登場 して くるが， フ ァレアタ全体 となるとオ ミットされ， トアムア全

体 は Ｔｏ’ａｌｕａ （「２人」の意。　Ａｌｅと Ｕｌｕを指 す） だけ， ない しはそれ とＶａ’ａｕｌｕだ

けによって代 表 され ることが可能 とな るのであ る。

皿． 地 縁 合 議 体

　地縁集団は自らにかかわる問題を話 し合うための合議体，ｆｏｎｏをもつ。サモアの意

思決定は高位の者により単独でなされることはな く，必ず ｆｏｎｏ という合議体を通 じ
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て全員一致で行なわれな くて はな らな い。そ こには，高位 の者 が威信 をもってはいて

も，必ず しも権 力を握 る者 とはな っていないサモアの政 治状況 をうか がうことができ

る。 しか しここでは ｆｏｎｏのそう した決定機構 としての重要性 はさて おき，　ｆｏｎｏの儀

礼 的側面 に着 目 してみたい。す なわ ち席次，発言順位 ，カヴ ァ７）儀礼等 において，地

縁集団 内の称号間の関係 を絶 えず確認す るメカニズムが存在す るが， その実際を ファ

レアタに即 して検討 しよ う。

ｆｏｎｏは村一 （小地方）一地方 といった地縁集団の レベル ごとに形成 されて おり，前章

のｆａ’ａｌｕＰｅｇａと同様， ファレアタのｆｏｎｏはその中間 レベル に存在す る。

１） 会 議 場

　地縁集団 は各 々ｆｏｎｏを開催 す るための ｍａｌａｅ（広場） を もつ。村 のように下位の集

団では広場 をひとつ しか もたない ことも多 いが，地方の ように上位 ともなると ２つの

広場を もつのが常であ る。 ２つの広場 は別 々の機能があ って，一方 は ｍａｇａｅｆｏｎｏ　．ｔｉｌｅｍｉｔ

（静 かな会議場）， また は ｍａｌａｅｆｏｎｏ　ｍａｎｉｎｏ（澄んだ会議 場） と呼ばれて平和を 目的 と

した会合に用 い られ， もう一方 の ｍａｔａｅｆｏｎｏ　ｏ　ｌｅ　’ａ’ａｖａ （戦争 の会議 場） は戦 争を 目

的 と した会合 に用 い られ る。 ファレアタの場合，高位 ａｔｉ’ｉ，　Ｆａｕｍｕｉｎａのいる レペア

村 には レペア と呼ばれる 観伽 ⑳ ηｏ刀 ６纏 が，またヴ ァイロア村にはヴ ァイタ グ トゥ

（Ｖａｉｔａｇｕｔｕ）と呼 ばれ る ｍａｔａｅｆｏｎｏ　ｏ　ｌｅ　’ａ’αｖａが各 々存在す る。今 日で もレペ アは会

議場 と して健在 である。首都 アピアよ り西方面行 きのバ スに乗 ると， ５分 ほどで芝を

きれ いに刈 り込 んだ， 円形 に家 の建 ち並ぶ直径 ２～３００メー トルの広場 のまん 中を通

り抜 けるが， ここが レペアで ある。その家の配 置ゆえに初 めてサモ アを訪 れる人 には

とて も印象深い景色 である。 ｍａｌａｅｆｏｎｏ　ｏ　ｌｅ’ａ’ａｖａのヴ ァイタグ トゥは， 宣教 師や植

民地政府に戦 争が禁 じられて久 しいためか， ファレアタの住民で も伝統文化によほど

通 じた人でなければ知 らないほどに忘れ られ，今 や草深 いやぶ地 と化 している。

２） 席 次

　村の ｆｏｎｏであれば広場に建っている伝統的な楕円形の一軒の家の中で行なわれる

のが常である。 しか し地方の ｆｏｎｏの場合には，その普通の方式の他に，いくつかの

下位地縁集団に分かれて別々の家の中に着席 し，代表者が家 々の間の広場に立 って野

７）カヴァ （サモア語では ’ａｖａ）はポリネシアー帯に拡がる儀礼的飲料。 コショウ科に属する灌

木 ｐｉＰｅｒ　ｍｅｔｄｙｓｔｉｃｕｍ の根をくだいて水にひたし， その上澄みを飲む。　ｆｏｎｏに際しては 必ずカ

ヴァを飲むが，その時には難 しい作法があり，カヴァ杯を配る順位が定められている。
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外で演説 を行 な う， とい う方式もある。 これは ｆｏｎｏ　ｔａｕａｔｉと呼ばれ，重要な議題 と

認定 された ものにつ いて行 なわれる。 ファレアタの野外 ｆｏｎｏ は本来 な らば戦 争の会

議 場であ るヴ ァイタグ トゥで開かれ るものである。

　 まず一軒 の家の中で会合 が催 され る場合８）か ら記述 してい こう。 サモアの楕 円形 の

家は長軸 が道 に沿 ってお り，道 に近い方 が正面，反対が裏手 とな っている。楕 円の円

形部分 は ｔａｌａと呼ばれ る。両方 の ｔａｌａ及 び正面 が位の高 い人 々の席で，　ａｔｉ’ｉは．　ｔａｌａ

に ｔｕｌａｆａｌｅは正面に，柱 を一本ずつ背 に して座 る。他 の位 の低 い人 々は裏手 にかたま

って座 る。 この形式 は別に ｆｏｎｏ に限 らず，単 に家族 が家の中で集 う時 にも， 主人 と

な る 初α励 （家長）夫婦 は一方 の 観αに， 主客はその反対 の 観α に，その他 の位 の

高 い人 は正面 に，若 い人 々は裏手 にとい う具合 に座 るのであ る。

　 ファレアタのｆｏｎｏの席次 は図 ２に示 してあ る。　ｔａｌａに座 ることができるのは Ｆａｕ－

ｍｕｉｎａ，　Ｍ ａｔａｉ’ａ，　Ｓｅｉｕｌｉの ３人であるが，　Ｆａｕｍｕｉｎａ と Ｍ ａｔａｉ’ａが向か い合 うよ う

に座 る。Ｍ ａｔａｉ’ａの称号保持者はヴァイモ ソ村 とヴ ァイテ レ村にひ とりずつ計 ２人 い

るが，ｔａｔａに座 れ るのはその うちのひ とりだ けで， もうひ とりは裏手 に座 る。　Ｓｅｉｕｌｉ

はどちらの ｔａｌａ で もかまわない。正面 はち ょうど半分 の ところで分 け，　Ｍａｔａｉ’ａ の

側 に Ｔｏ’ａｆａ と Ｖａ’ａｕｌｕ が座 る。 もう片方 は Ｓａｏｆａ’ｉｇａ の数多 くの ｔｕｌａｆａｌｅた ちを

図 ２　 フ ァ レアタ の ｆｏｎｏ の席 次

８）家の中で行なわれるとはいえ，サモアの伝統的な家屋は柱と屋根だけで壁がないので，外か

らもこの会議を見ることは可能である。
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代表 して Ａ’ｉと Ｖａｉｔａｇｕｔｕ の ２人 が， そ して Ｕｌｕｇｉａ を頭 とす る広義の Ｆａ’ａｐｉｔｏ

Ｓａｏｆａ’ｉｇａの ｔｕｌａｆａｌｅたちがひかえ る。称号分裂を生 じている称号名の場合 は，その保

持者 の うちひ とりが代 表で正面 に座 る。他 の称号はすべて，多 い時 は ２列 にな って裏

手 の下座 にひかえ る。 裏の中央 には カヴ ァボウルが置かれ， 正式の場合 には 緬ψｏπ９）

が カヴ ァをつ くるた あにその前 に座 る。

　 一方野外 ｆｏｎｏ の場合の席次 は以下のよ うにな る。 ３軒 の家が用意 され る。 １軒 に

はヴ ァイモ ソ村 の Ｍ ａｎｕｌｅｌｅｕａ と Ｕｎｅ以下諸 々の称号 （但 し Ｍ ａｔａｉ’ａは除 く） が

着席す る。 ２軒 目には トアムア村 の Ａｌｅ，　Ｕｌｕ，　Ｖａ’ａｕｌｕ 以下諸 々の称号。最後の家

にはフ ァレアタの最高位 ａｔｉ’ｉ，　Ｆａｕｍｕｉｎａ，　Ｍａｔａｉ’ａ，　Ｓｅｉｕｌｉの ３称号 と Ｓａｏｆａ’ｉｇａ及

び広義 の Ｆａ’ａｐｉｔｏ　Ｓａｏｆａ’ｉｇａの ｔｕｌａｆａｌｅたちである。つま りファレアタ全員 が １軒の

家 に座 る時の形式か ら Ｔｏ’ａｆａと Ｖａ’ａｕｌｕが抜 けて，各 々自分 たちの村の ｆｏｎｏとほ

ぼ同 じように座 る， とい う形式にな っている１０》。

　 ここで興味深 い点 を拾 ってお こう。 まず ａｔｉ’ｉの席次について，　Ｓｃｉｕｌｉの席 が固定

して いな いのに対 して， Ｆａｕｍｕｉｎａ と Ｍａｔａｉ’ａが向 き合 って座 るのは， この ２人 が

互 いに拮抗す る二大称号 で，Ｓｅｉｕｌｉはそれ よりやや低 く見 られて いる， といえそ うに

思 え る。 しか し見方 によっては以下のよ うに考 えることも可能 であろ う。 村 の ｆｏｎｏ

の席次 であれば高位称号 は ２つ以下 であるのが普通であるか ら，ｔａｔａにおさまるが，

これが ３つあ るファレアタの ｆｏｎｏではひ とつの称号の保持者 がひとつの ｔａｔａを占め

るとい うわ けにはいかない。 だか ら Ｓｅｉｕｌｉが どち らも占めることがで きるとして，

うま くや り くりをつけているのであ る， と。 この ３称号 の関係 につ いてはさ らに次節

以 下で検討 して いこう。

　 次 に ｔｕｔａｆａｌｅの席次 につ いて。席次 で見 る限 り，　Ｔｏ’ａｆａ はフ ァレアタで最 も有力

な ｔｕｔａｆａｌｅの如 くである。一軒の家の中で行なわれ る時の ｆｏｎｏ では Ｓａｏｆａ’ｉｇａ と

Ｆａ’ａｐｉｔｏ　Ｓａｏｆａ’ｉｇａ の双方の合体 した部分 と対時 して いるのだ し，野外 ｆｏｎｏの際 に

は，他 のすべ ての称号が一軒 にひ しめいている時 にそれに対峙 し， しかも二軒 に分か

れて悠 々座 るのであるか ら。 しか し席次 か らだ けで は検討が不充分であることは，追

い追 い明 らか となろ う。

　 αゲゼと 鰯ψ あ の対の関係 は絶対的な ものではな く， コ ンテ クス トに応 じて他 の称

９）高位 ａｌｉ’ｉに付属する 「娘」格の称号。　ａｔｉ’ｉの親族の未婚の女性がこれに就 く。地縁集団の

女性的なもののシンボルとされ，公式な席での接待役を務める。儀礼でカヴァをつ くるのは本

　来は 彪ψｏ麗の役目である。政治権力とは無関係であるが，高い敬意が払われる。
１０）この時そのままであれば，正面の半分が Ｔｏ’ａｆａが抜けたまま空席になってしまう。インフ

　ォーマントにはたずねそびれてしまったが， おそらくは Ｓａｏｆａ’ｉｇａと Ｆａ’ａｐｉ　ｔｏ　Ｓａｏｆａ’ｉｇａが

　Ｔｏ’ａｆａの抜けた部分にも広がっていくのだろう。
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号 とも結 びつ き得 るが， 一応 ファレアタの有力称号間で は， 同 じ村 に属 す る同士，

Ｓａｏｆａ’ｉｇａは Ｆａｕｍｕｉｎ乙 （共 に レペア村）に，　Ｓａ　Ｕｌｕｇｉａ（狭義の Ｆａ’ａｐｉｔｏ　Ｓａｏｆａ’ｉｇａ）

は Ｓｅｉｕｌｉ（共 にヴ ァイウス村） に，　Ｕｎｅ，　Ｍ ａｎｕｌｅｌｅｕａは Ｍ ａｔａｉ’ａ （共にヴ ァイモ ソ

村） に仕 えるといわれ る。 この時 Ｔｏ’ａｆａの うち同 じ村 に有力 ａｔｉ’ｉのいない Ａｌｅ と

ＵＩＵは直 接の主人を もたない ことになって いるが， しか しここで考察 した一軒の家の

ｆｅｎｏで見 ると，　Ｕｎｅ，　Ｍ ａｎｕｌａｌｅｕａ と共 に Ｍ ａｔａｉ’ａの側の ｔｕｌａｆａｌｅ席 に座 るので あり・

Ｔｏ’ａｆａ全体が何 らかの形 で Ｍ ａｔａｉ’ａ称号 に結 びつ いてい ると考 える ことがで きそう

である。一方，野外 ｆｏｎｏ とな ると Ｔｏ’ａｆａは Ｕｎｅと Ｍ ａｎｕｌｅｌｅｕａでさえ Ｍ ａｔａｉ’ａ

とは別 の家 に分かれて座 るのだから， Ｍ ａｔａｉ’ａ／Ｔｏ’ａｆａ の関係 は他の ２組の ａｌｉ’ｉ／

ｔｕｌａｆａｔｅ関係 とは大分異 な る結 びつ きのよ うに も思え る。

３） ｆｏｎｏの式 の進行

　まず一軒 の家の中で行 なわれる ｆｏｎｏの式の進行を みてみ よう。ｆｏｎｏ は形式の整 っ

た独特 の演説 （ｌａｕｇａ）とともに開始 する。最初 の演説を行 な うのは高位 ｔｕｔａｆａｔｅのた

いへん名誉 あ る仕事で あり， これを誰 が行 なうか は演説 に先 だつ ノゐ’α励 （交渉） と

い う話 し合 いを通 じて決め られ ることにな って いる。地縁集 団によって は，慣例 によ

り誰が演説をす るか予 め決 まってい る場合 もあ り， また ほぼ順位の等 しい ｔｕｔａｆａｇｅた

ちの間でその都度決め られる場合 もあ るが，どちらの場合 で もｆｏｎｏの最初 の手続 きと

して けっこう長い時間をかけて必ず 声 ’α彦側 が行 なわれ る。 ファ レアタの場合，最初

の演説 は Ｓａｏｆａ’ｉｇａ の リーダ ーであ る Ａ’ｉか Ｖａｉｔａｇｕｔｕのどち らかが行な うことに

な っている。村 のｆｏｎｏで あれ ば，最初 の演説 の後す ぐにカヴ ァが開始 され ることも多

いが，それよ り大 きい地縁集団のｆｏｎｏでは さらにい くつ かの演説が続 く。 ファレアタ

では Ｔｏ’ａｆａがひ とりずつ演説 を行 なう。 ４人の うち，最初 は Ａｌｅで，　Ｍａｎｕｌｅｌｅｕａ，

Ｕｌｕ，　Ｕｎｅと続 く。

　 Ｕｎｅ の演説が終わ るのを合 図に， 議場 の称号保持者 たちは い っせ いに手を打 ちな

らし， カヴ ァが開始 され る。 カヴ ァ杯 を配 る順位を以下 に示 そ う。

ファレアタの カヴ ァ杯 の順位

１｝慧盤 ａ
３　 演 説 を した Ｓａｏｆａ’ｉｇａ （Ａ’ｉま た は Ｖ ａｉｔａｇｕｔｕ）

４　 Ａｌｅ

５　 Ｍ ａｎｕｌｅｌｅｕａ
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6 Ulu 

7 Une

８　 も う ひ と り の Ｓａｏｆａ’ｉｇａ （Ｖａｉｔａｇｕｔｕ ま た は Ａ ’ｉ）

9 Nu'u 

10  Uluaia

11' 

 12 

13' 

14 

15' 

 16, 

17 

18

 Tulaga 

Lauati, Motuopua'a 

Pua'asegisegi, Pua'alatamai 

Va'aulu 

Seiuli

この中で高位 ａｌｉ’ｉの ３人 の うち Ｆａｕｍｕｉｎａ と Ｍａｔａｉ’ａの ２人 は １番 目と２番 目の

どちらかに配 られ， この順位 は固定 していない。 また Ｓｅｉｕｌｉは最後である。 カヴ ァ

杯 の順位 は一応，称号 の序 列に従 って いるが，最後の一杯 に限 って は １番 目と同 じく

名誉あ る杯 で高位 ａｔｉ’ｉに与 え られ る。サモアでは しば しば称号間の序列 が微妙な と

ころでは曖昧 で，高位二 者または三者 が同格であ った り互 いに順位を競 い合 っている

ことが多い し， かつ そう した状況下 では，「最後 の一杯 に最初 と同 じ位名誉があ る」と

い う考え方 は， 決定的衝突を避け るための 見事 な工夫であ ると いえよ う。 ここで は

Ｆａｕｍｕｉｎａ，　Ｍ ａｔａｉ’ａ，　Ｓｅｉｕｌｉの三者が ほぼ同格であることが うま く示 されて いる。

　 カヴ ァ儀礼 が終わ ると軽食 が運 ばれ る。 これはｆｏｎｏ　ｏ　ｌｅ　ａｖａと呼 ばれ る。 かつて は

∫ゲ側認 （タロイモのポイ）や ｔａｕｆｏｌｏ（パ ンの実の ポイ） などであったが，今 日では ビ

スケ ットとバタつ きパ ンと紅茶 である。

　 軽食の次 はいよいよ議題 にはい る。 ここか らは，先の ｆｏｎｏ のは じま りの時の演説

ほどに順位 にこだわ らず， 比較的 自由に討論す ることがで きる。 ａｌｉ’ｉ も発言 してか

まわない し，ｔｕｌａｆａｔｅも高位 ａｌｉ’ｉの意見 に反対す ることがで きる。個 々の発言 は先 の

もの より簡 略化 されて いるものの演説 の形式を とってお り，我 々の社会の討論 の場 で

の発言に比べればかな り長 いものであ る。 しか し裏手 の方に座 っている位の低い称号

保持者た ちは 討論 に 参加す ることがで きない。ｆｏｎｏ の討論 において誰が どのよ うな

意見を述 べ るか は前 もって予想のついていることも多い。 とい うの も，発言 の内容 は

称号保持者個人 の考え によるとい うよ りは，称号名同士 の関係 か ら決ま って くるもの

であ るし，また称号 名には じめか ら特定 の発言 内容が定め られている場合 もあ る１１》。
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このサモア式討論 はそれ 自体興味深 いテーマであ るが， ここで詳細 に触 れ ることは避

けよ う。端 的にいえば，あ るで きご とによって乱れて しま った共 同体 の秩序を話 し合

いを通 して確認 し合 うことが重要 であ り，問題解決 とい うよ りははるかに，伝統的な

首長称号間の権 力秩序維持 に向 けられている。

　全員一致に もっていけた時 もいけない時 も，最後 の演説は Ｔｏ’ａｆａ のひ とりが行な

う。調整，調停は Ｔｏ’ａｆａ の役割であ るか らだ。 これ に対 して Ｓａｏｆａ’ｉｇａが最初 の演

説 をす るのは問題提起役であ るともいえ よう。

　 野外 ｆｏｎｏの場合 の演説 は，戸外 に立 ち ｔｕｌａｆａｌｅのシンボルであ る杖 （ｔｏ’ｏｔｏ’Ｏ）とハ

エ追 い （ｆｕｅ）１２）を持 って普通 のｆｏｎｏの時 と同 じ順序 で行な う。　ｔｕｌａｆａｌｅの演説は戸外

で行 な う方 が本式 のや り方で， より威厳 （ｍａｍａｌｕ） のあ るもの とされ る。　Ｓａｏｆａ’ｉｇａ

のい る家の中で手 をうちな らすのを合図 に，各家で別 々にカヴ ァの儀式が行なわれる。

この方式の ｆｏｎｏの時，発言 は戸外で行なわれなければな らず，また ａｌｉ’ｉが外で演説

す るこ とは普通 にはないので，ａｌｉ’ｉの意見は ｔｕｔａｆａｔｅが代弁す る形式を とることにな

る。

　 ここでは Ｔｏ’ａｆａ と Ｓａ◎ｆａ’ｉｇａ という ２つ の ｔｕｌａｆａｔｅ団の間の関係 に注意 を払 って

お く必要 がある。最初の儀礼 的演説 が 観 ψ あ の最 も栄誉あ る仕事 であ ることは先 に

触 れたが，これは Ｓａｏｆａ’ｉｇａ が独 占 してい る。また カヴ ァ杯 も Ｓａｏｆａ’ｉｇａ が ｔｕｌａｆａｔｅ

と しては最初 に受 ける。一方 Ｓａｏｆａ’ｉｇａは実際にはそのうちのひとり しか名誉 にあず

かれないのに対 して， Ｔｏ’ａｆａ は ２番 目以降ではあ りなが ら４称 号すべ てが演説 もカ ．

ヴ ァも行 な う， という点 において， また違 った扱いを受 けているといえ るだ ろう。 こ

の Ｔｏ’ａｆａ と Ｓａｏｆａ’ｉｇａの関係 について は第ＶＩ章で詳細 に検討 しよ う。

４）foｎ ｏ召集 権 と連 絡網

ｆｏｎｏ については 一応検討を終えたが，　ｆｏｎｏを開催 す るに到 る過程 につ いて ここで

手短 かに触れて おこう。５励α１ゼというのは公式 のメ ッセー ジを運 ぶ人 のこ とであるが，

地縁集 団には特定 の称号名に この役割が定め られて いることが多い。 ファレアタの場

合 にはヴ ァイ ウス村 の ｔｕｔａｆａｌｅ，　Ｕｌｕｇｉａが この役 を務め る。

１１）例えばアアナ地方の首村 （ｔｔ‘ｍｕａ）であるレウルモエガ村のＴ・’ａｉｖａというｔｕｌａｆａｌｅ団は，叱責

　の演説を行なう役割をもち，一方同じ村の Ａｌｉｐｉａというｔεｔｌａｆａｌｅは Ｔｏ’ａｉｖａに叱責を受けた人

　の誤ちを許す演説を行なうことができる。

１２）杖と共に ｔｕｌａｆａｌｅのシンボルとして 野外での演説の際に持つ儀礼的もちもの。５０センチメー

　 トル程度の棒の上端にはヤシロープの房がついていて，演説を始める前にお祓いの如 くに振る

　動作から英語で ｆｌｙ　ｗｈｉｓｋ（ハエ追い）と呼ばれるが，実際にハエを追 う道具として用いられ

　 ることはない。
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　漉〃読 が出 るのは ．ｆｏｎｏ の開催 に限 らず，重要な称号の保持者 が亡 くなった り した

時 も同様 であ る。例えば Ｆａｕｍｕｉｎａが 亡 くな った とす る と， そ の 親族 集 団 か ら

Ｓａｏｆａ’ｉｇａ に知 らせがい き，　Ｓａｏｆａ’ｉｇａ は Ｍ ａｔａｉ’ａ と Ｕｌｕｇｉａに知 らせ る。そ うして

Ｕｌｕｇｉａは ファレアタを西へ東へ と駆けず りまわってあ ちこちに知 らせ ることにな る。

トアムア村， ヴ ァイモ ソ村 では各 々， Ａｌｅと Ｍａｎｕｌｅｌｅｕａに知 らせ ると，それぞれ

Ｕｌｕ と Ｕｎｅに各 々の ∫伽αあを出すので，　Ｕｌｕｇｉａは Ｕｌｕ，　Ｕｎｅに知 らせ る必要 はな

い。 この連絡網 は図 ３に示 した。 フ ァレアタの重要な称号が Ｕｌｕｇｉａを中心 に見事 に

対称 的に構造化 されてい る。 ここで ひとつ不可思議 なの は Ｔｏ’ａｆａの位置であ る。西

の Ａｌｅ と Ｕｌｕ の場合 は ともか くと して，　Ｍ ａｎｕｌｅｌｅｕａ と Ｕｎｅ のペアが同 じ村 の

Ｍ ａｔａｉ’ａに知 らせ る役割 を もたない ことであ る。かわ りに Ｍ ａｔａｉ’ａ は Ｓａｏｆａ’ｉｇａ か

ら知 らせを受 ける。 これは席次 のところで検討 した主従 関係 か らみても奇妙であ る。

　 さてｆｏｎｏ開催で重要 なのは Ｕｌｕｇｉａに情報 を流す ことので きる称号 とで きない称号，

つ ま りは召集権 や提案権 をもつ称号 ともたない称号があ ることである。まず三大 ａｌｉ’ｉ，

Ｆａｕｍｕｉｎａ，　Ｍ ａｔａｉ’ａ，　Ｓｅｉｕｌｉは単独 で ｆｏｎｏを召集す ることができる。前二者 はまず

Ｓａｏｆａ’ｉｇａ を呼び， これを 使い と して Ｕｌｕｇｉａ に知 らせ る。　Ｓｅｉｕｌｉ は直接配下 の

ｔｕｌａｆａｌｅ で ある Ｕｌｕｇｉａ に ｆｏｎｏ 召集 を命ず ればよい。　ｔｕｌａｆａｔｅ の中では Ｔｏ’ａｆａ，

Ｓａｏｆａ’ｉｇａ の ２グル ープは，開催を提案す ることがで きる。　Ｔｏ’ａｆａ の場合，手続 き

として は， トアムア村 の Ａｌｅと Ｕｌｕの ２称号， ヴァイモ ソ村の Ｍ ａｎｕｌｅｌｅｕａと Ｕｎｅ

の ２称号の ２組 に分かれる。 どち らの組 も互 いの間 で相談 して ｆｏｎｏ開催が必 要であ

る とい う結論 に達 する と，まず Ｓａｏｆａ’ｉｇａに連絡す る。さ らに Ｓａｏｆａ’ｉｇａは Ｆａｕｍｕｉｎａ

にお伺 いをたて る。Ｔｏ’ａｆａがｆｏｎｏ開催を提案する と Ｆａｕｍｕｉｎａ も Ｓａｏｆａ’ｉｇａ も普

通 それ に反対 した りは しない。Ｓａｏｆａ’ｉｇａ自身 もｆｏｎｏ開催 を提案す ることがで きる。

　 ここで興味深いのがｆｏｎｏ召集権 が別 々に三大 ａｌｉ’ｉにあ ることで， どの ａｌｉ’ｉが召

集 して も全員が ｆｏｎｏ に集ま るとい うことであ る。 その意味では三者の権利 は相等 し

図 ３　 ファレアタの連絡網

１６８



山本　 　ファ レアタの地縁組織

く， しか も，ひ とつの権力を分 け合 うのではな く，互 いに互換性 を もつ相似的な地位

にあるということがいえ るだろ う。 しか しｆｏｎｏを開催す るのは Ｆａｕｍｕｉｎａの村 レペ

アにおいてである１し，また Ｔｏ’ａｆａや Ｓａｏｆａ’ｉｇａが開催 を提 案 した時に最終決定を下

すのが Ｆａｕｍｕｉｎａ であ るとい うことか ら， 三者 の中で は Ｆａｕｍｕｉｎａ がやや特権的

な立場 にあ るといえないわけで はない。

　 さて，本章 においては， ｆｏｎｏの中で各称号 がいかな る位 置を占め， いかな る役割

を果た して いるかを詳細 に検討 したが，その成果 をここでま とめてお く必要が あろう。

非常 に大 まか には，ｆａ’ａｌｕＰｅｇａ中に現 れた称号 の構造 がここで も繰 り返 されて いると

い うことがで きる。同 じ三大 ａｌｉ’ｉ称号 （Ｆａｕｍｕｉｎａ，　Ｍ ａｔａｉ’ａ，　Ｓｅｉｕｌｉ）と三大 ｔｕｌａｆａｌｅ

団 （Ｓａｏｆａ’ｉｇａ，　Ｆａ’ａｐｉｔｏ　Ｓａｏｆａ’ｉｇａ，　Ｔｏ’ａｆａ）が ここで も重視 され・それ らに高 い敬意

が払われ， あ るいは重要な役割 が委ね られて いる。 しか し委細な部分 に目を向 けてみ

ると，それ らの称号間 の関係 は非常 に複雑 に込み入 ってい るし， そこに矛盾を 見出す

こともで きる。まず ａｌｉ’ｉ相互，次 に ａｇｉ’ｉ／ｔｕｌａｆａｌｅの間の関係 も含め，　ｔｕｌａｆａｌｅ相互 の

関係 につ いて， これまでの概略をま とめておこう。

　 ３つ の ａｔｉ’ｉ称号 に関 して，　Ｆａｕｍｕｉｎａ は議 場 となる ｍａｌａｅｆｏｎｏ が自分の村 であ る

こと， また Ｔｏ’ａｆａ の ｆｏｎｏ開催提案権 に対 しての決裁 を行な うなど，三者の 中で最

も勢力を もってい るよ うに見 える。 実際今 日の Ｆａｕｍｕｉｎａは，内陸に広大な土地を

領有 してそれ を国営の農業公社 に賃貸 してい るために金持 ちであ り，かつ ての称号保

持者 が二束三文で 白人 に土地を売 って しま ったヴ ァイテ レ村 の Ｍ ａｔａｉ’ａ１３）な ど，住

む土地 す ら現所有者 に借 りて いる位 であるか ら，一 見 これ ら称号名 の間には格 の差 ま

であ りそ うに思える。 しか し３つの称号 は形式上 は等 しく位 置づ け られてお り，平等

であ ることを示 す様 々の工夫 がな されている。例え ばカヴ ァ分配 は， どう して も順番

に配 らざるを得ない性格 の儀礼で あるに もかかわ らず，その中で同格 であることを示

すべ くうま く構成 されてい るといってよい。

　 これに対 して， ３つの ｔｕｔａｆａｌｅ団はどうだ ろうか。ただ座 っているだけの ａｌｉ’ｉと

異 な り，ｔｕｌａｆａｌｅの間 には 細 かな役割 の区別 があ り， それ と関連 してその間に格 の差

もあ りそ うに思 える。 Ｆａ’ａｐｉｔｏ　Ｓａｏｆａ’ｉｇａは Ｆａ’ａｐｉｔｏが 「次」 とか 「準」 とかい う

意味であ るか ら， Ｓａｏｆａ’ｉｇａの次， ない し準 Ｓａｏｆａ’ｉｇａであ り，　Ｓａｏｆａ’ｉｇａに次 ぐも

の と考え ることができる。実際 Ｕｌｕｇｉａ とい う称号名 に定め られた ∫δ〃擁 （メ ッセ ン

１３）植民地時代を経て独立 した現在，その土地は農業公社所有のプランテーションとな っている。

　道路に面したゆるやかな斜面の部分は，政府の手で開発されつつある 「工業地帯」となってい

る 。
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ジャー） の役割 は， 重要 ではあるが格 の高 い ものではない し，ｆｏｎｏの最初の演説は

行 なわな い上 にカヴ ァ杯 の順位 も決 して高 くはないか ら，Ｆａ’ａｐｉｔｏ　Ｓａｏｆａ’ｉｇａの第三

位 ｔｕｌａｆａｌｅ団であることには疑 問の余地がなかろ う。けれども Ｔｏ’ａｆａ と Ｓａｏｆａ’ｉｇａ

の関係 は もう少 し複雑 な様相を呈 している。 それはす なわ ち，Ｔｏ’ａｆａ のファレアタ

におけ る特別 な位 置とも関連 してい るだろう。

　 まずひ とつ には， Ｔｏ’ａｆａ の擁立す る ａｌｉ’ｉが必 ず しも明確でな いことがあげ られ

る。ａｌｉ’ｉ／ｔｕｌａｆａｌｅの組み合わせは相対的要素 も含 みなが ら，通常 は特定の ａｌｉ’ｉには特

定 の ｔｕｌａｆａｌｅが結 びつ いて １組 とな っている。 「３人 の ａｌｉ’ｉに ３つ の ｔｕｌａｆａｌｅ団 が仕

え る」 とは一般 にいわれ るものの・ レペ ア村 内部 での Ｆａｕｍｕｉｎａ と Ｓａｏｆａ’ｉｇａの結

びつきは明 らかであ るし， またヴ ァイウス村の Ｓｅｉｕｌｉ に対 しては同 じ村 の Ｕｌｕｇｉａ

（Ｆａ’ａｐｉｔｏ　Ｓａｏｆａ’ｉｇａ）が仕えてい る， とい う具合 に ２組の セッ トとな っている （表 １

参照）。それでは同様 に Ｍａｔａｉ’ａには Ｔｏ’ａｆａが仕 えてい るといってよいであ ろうか。

この両者はあ る水準 において ａｌｉ’ｉ／ｔｕｌａｆａｇｅの対 の関係をつ くっている といえ るだ ろう

が，他 の ２組の主従 関係 とはやや性格を異 に しているといえよ う。まず Ｔｏ’ａｆａ 自体

が ファレアタの西 と東 に ２称号ずつ分 かれて おり， その ２称号 と Ｍ ａｔａｉ’ａ の うちの

１称号 が同 じ村 にあるものの，他 はバ ラバ ラに異な る村 に位 置 して いることがあげ ら

れ る。また野外ｆｏｎｏの際 に Ｍ ａｔａｉ’ａは Ｓａｏｆａ’ｉｇａ と Ｆａ’ａｐｉｔｏ　Ｓａｏｆａ’ｉｇａ の座 る家

に Ｆａｕｍｕｉｎａ，　Ｓｅｉｕｌｉと同席す るのに対 して，　Ｔｏ’ａｆａ は ２称号ずつ別 に ２軒 の家 を

かまえ るのであ る。Ｔｏ’ａｆａは この時別の家にいる Ｍ ａｔａｉ’ａの意見 を代弁 する ことは

ない。そ してまた連絡網 につ いてみてみ ると，Ｍ ａｔａｉ，ａと Ｕｌｕｇｉａを結 んでいるのは

Ｓａｏｆａ’ｉｇａであ り，　Ｔｏ’ａｆａではないことに も注意 を払 う必要があ る。特にヴ ァイモ ソ

村 の Ｍ ａｔａｉ’ａ については， 手近 な ところに Ｕｎｅ，　Ｍ ａｎｕｌｅｌｅｕａ （Ｔｏ’ａｆａのうちの ２

称号） がい るに もかかわ らず，隣 り村 の Ｓａｏｆａ’ｉｇａに頼 るのだか ら，や は り Ｍ ａｔａｉ’ａ

と Ｔｏ’ａｆａの関係 は，　 Ｆａｕｍｕｉｎａ と Ｓａｏｆａ’ｉｇａ との関係 や Ｓｅｉｕｌｉと Ｕｌｕｇｉａのそれ

とパ ラレルに考 えることはで きない。

　 もうひ とつ は， Ｔｏ’ａｆａと Ｓａｏｆａ’ｉｇａの間にある種 の葛 藤が見 られ ることで， 格 は

Ｔｏ’ａｆａの方 が上で あるとい う人 々 もいるが・最 も名誉 あ る仕事を Ｓａｏｆａ’ｉｇａ が独占

していることであ る。 ファレアタが集ま ると最初 に演説 を し，鰯ψ あ の中で最初 に

カヴ ァを飲む のは Ｓａｏｆａ’ｉｇａであ る。 す なわ ちこれ は，　Ｓａｏｆａ’ｉｇａが ｔｕｌａｆａｌｅと して

最 も栄光 ある役割を掌 中におさめて いることを意味す る。 しか し一方， Ｔｏ’ａｆａ の方

がＳａｏｆａ’ｉｇａよ り格 が高 いという考えを裏付 ける証拠 もな いわけではない。　Ｓａｏｆａ’ｉｇａ

は一番 に演説を し一番 にカヴ ァを飲むけれ ど，実際 にそれを行 な うことので きるの は

Ｓａｏｆａ’ｉｇａを率い る２人，　Ａ’ｉと Ｖａｉｇａｇｕｔｕだけである。 それ に対 して Ｔｏ’ａｆａは，
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１称 号が Ｖａ’ａｕｌｕ と共 に上座 の半分を独占 してお り， 演説 も１称号ずつ，カヴ ァも

１称号ずつ とい う具合 に， Ｔｏ’ａｆａ の各称号 が儀 式に参加す るこ とがで きる。また野

外 ｆｏｎｏの際には他 はすべてが １軒 の家に入 るのに Ｔｏ’ａｆａ は ２称号ずつ ２軒 の家を

占め るとい うことも注 目に値 しよう。

　本論考 の残 りの部分 では，以上 ２つの疑 問点 を解明 しつつ， これまで に提示 してい

ない ａｔｉ’ｉの系譜や ｔｕｌａｆａｌｅ間の権 力の推移 に関す る伝承を明 らかに しな が ら， ファレ

アタの政治構造 にさらに深 い分析を加えたい。そのために， β魏 相互 の関係， 読 ’〃

ｔｕｌａｆａｌｅの対の関係，　ｔｕｌａｆａｌｅ相互 の関係 の ３つの分析軸 を設 けて考察 してい こう。

ＩＶ．　 ａｌｉ’ｉ た ち

　 この章の 目的は， ファレアタの高位 ａｌｉ’ｉ称号の系譜 を調 べ，この小地方 のな りた ち

を考察す ることにある。 ファレアタは トゥアマサガ地方 の一部分を構成 しているが，

成立 は トゥアマサガよりもさらに古 く遡 ることがで きる由緒 ある地縁集 団であ る。 こ

こで重要な ことは， トゥアマサガ地方 とファ レアタが全 く異 なる統合原 理に基づ いて

いる ことで，それはおそら くファレァタが もともと村 として成立 してか ら大 きく成長

した のに対 し， トゥアマサガは後世 になって村の連合体 として統合 された とい う成立

の過程での相違 に関係があ ろう。 トゥアマサガで最高位 の ａｌｉ’ｉは Ｍ ａｌｉｅｔｏａであ り，

トゥアマサガの統合 はこの称号 の系譜 にｉ基づいている。一方 ファ レアタは，Ｍ ａｌｉｃｔｏａ

とは無 関係 に統合 されて いるものの， トゥアマサガ全体 の統合 レベル とは別 の形 で こ

の称号 が重ん じられているのであ る。 フ ァレアタを地縁組織全体 の中で理解 す るため

に，ここではまず， トゥアマサガの組織 につ いて記述 した上で，ファレアタの ａｌｉ’ｉた

ちについて検討 しよ う。

１）　 トゥァマサ ガの組織

ト ゥ ア マ サ ガ の ｆａ，ａｔｕＰｅｇａ１４〕

1 Tulouna Faleono o Atigana, 

2 ma le  itatolu o Sagana. 

3 Tulouna Faleata ma le Gafa.

１４） この ｆａ’ａｌｕＰｅｇａは トゥアマ サ ガの 首村 の ひ とつ， マ リエ村 の有 力 ｔｕｌａｆａｌｅか ら得 た 。
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（日本語訳）

１　 アティガナの六家 よ，

２　　 そ してサガナの三地方 よ。

３　 ファレアタ とサ ファタよ。

　 トゥアマサガを象徴す る最 も位 の高 い称号であ る Ｍ ａｌｉｅｔｏａの称号名は，かつて ト

ンガがサモアを征服 していた昔に，Ａｔｉｏｇｉｅとい う名の人物の息子 の Ｔｕｎａ と Ｆａｔａ

が トンガの王を サモアより追 い出 した時，王が “Ｍ ａｌｉｃ　ｔｏａ！Ｍ ａｌｉｅ　ｔａｕ！” （何 と勇

敢 な者 たちよ！何 と勇敢 に闘 ったことか ！） と叫びなが ら逃げてい った故事 に由来 す

る ［ＳＴｕＥＢ肌 　 １８９７：８６，１８２；ＫＲＡＭＥＲ　 ｌ９０２：２５９；ＨＥＮＲｙ　 １９７９；２３］。 しか し

Ｔｕｎａと Ｆａｔａ はどち らが この称 号を得 るかで互 いに譲 らなか ったので，　Ａｔｉｏｇｉｅ は

けんか両成敗 とばか りに別 な息子の Ｓａｖｅａに称号を与え，サガナ （Ｓａｇａｎａ）の地 に政

治の中心 を形成 させ た。そ して Ｔｕｎａにはフ ァレアタへ行 き ｉｔｔｚ’ａｕ（戦 いの時 の主戦

力 となる地縁集団） を形成す ることを命 じ，Ｆａｔａには南岸へ下 りサ フ ァタ （Ｓａｆａｔａ：

Ｆａｔａの 協 ｇσの意）村 を つ くり，　ａｔａｔａｕａ （戦 いの 時 に は神 に勝利を 祈 り， 和平の

時 にはその交渉 にあた る地縁集 団） を形成す ることを命 じた ［ＫＲＡＭＥＲ　ｌ９０２：２６０；

ＨＥＮＲＹ　 ｌ９７９：２６］。

　 か くして今 日に到 るまでサガナは トゥアマサガ地方 の政治の中心で あり， ファレア

タは 伽 ’傭 として勇敢な戦いぶ りで知 られ，サ ファタは α伽 側α と して和平 の時の媒

介者 とい う貴重 な働 きを担 ってい る。 サモア ではこの 伽 ’翻 と α伽 翻α は地縁 組織

を形成 す る時 の対 を構成す る要素 と して重要で あり，ｆａ’ａｔｕＰｅｇａの ３行 目は特別 にこ

の対 とな る 吻 ’α〃 と 認伽 獺 ，すなわ ち ファレアタとサファタに対 して呼 びかけてい

る。サガナの三地方 とは トゥアナイ （Ｔｕａｎａ’ｉ）， アフェガ （Ａｆｅｇａ）， マ リエ （Ｍ ａｌｉｅ）

の ３つの村を さしてい う。 この うち，アフェガ村 とマ リエ村 はあわせて トゥアマサガ

地方 の首府 と して ｔａｕｍｕａ１５） とも呼 ばれ る。 アフェガ村 には Ｔｕｉｓａｍａｕ， マ リエ村

には Ａｕｉｍａｔａｇｉと呼ばれる ｔｕｌａｆａｌｅ団が おり，全国 レベルの集会 では これ ら２つの

ｔｕｌａｆａｌｅ団が トゥアマサガ全体 の代表 となる。

　 Ｍ ａｌｉｅｔｏａ　Ｓａｖｅａ の息子 は Ｍ ａｌｉｅｔｏａ　Ｇａｎａｓａｖｅａ であ るが，彼 には ６人の息子が

あ り，それぞれは トゥアマサガ各地に村づ くりのために派遣 された。これがプぬ 妙 恕α

の １行 目に見 え る Ａｔｉｇａｎａの六家であ り，　Ｌｕａｔｕａはサ レィモア （Ｓａｌｅｉｍｏａ）村へ，

１５） トゥアマ サ ガ の西 ， ア ア ナ地 方 の首 村 は レウル モ エガ （Ｌｅｕｌｕｍｏｅｇａ）村 ， 東 の ア トゥア地 方

　 の 首村 は ル フ ィル フ ィ （Ｌｕｆｉｌｕｆｉ）村 で あ る が ， この両 者 は 各 々 ｔｕｎｌｕａ と呼 ば れ るの に 対 し， ト

　 ゥア マ サガ の 首村 だ けは 伽 規醐 と呼 ば れ る。 これ につ いて は い くつ か の伝 承 が あ り，ま た様 々

　 に解釈 され て い る が， こ こで は深 く立 ち入 らな いで お く。
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Ｓｅｕｐｕｌｅ，　Ｔａｏｇａｎａ，　Ｎｕ’ｕｉａｌｉ’ｉの ３人 はファレウラ （Ｆａｌｅｕｌａ）村 へ，　Ｆｕａｔａｏｇａｎａは

ヴ ァイマ ウガ （Ｖａｉｍａｕｇａ）村へ，　Ｓａｖｅａｔａｍａは シウム （Ｓｉ’ｕｍｕ）村へ行 き，各 々の

村を建設 したといわれ る ［ＫＲＡＭＥＲ　ｌ　９０２：２４２；ＨＥＮＲｙ　ｌ　９７９：３３］。 系譜 と村 の

関係 を解 り易 く示 したのが図 ４である。

　 ここで トゥアマサガ地方 の連帯 を形づ くる上で，Ｍ ａｌｉｅｔｏａ の系譜が いかに用い ら

れて いるか考察 してみ る必要があ るだろ う。 先 に引いたサ レイモア村 には Ｍａｌｉｅｔｏａ

Ｇａｎａｓａｖｅａ の息子 を初代 とす る Ｌｕａｔｕａ とい う称号 名が今で も存在す るか， この村

の称号名すべてが Ｌｕａｔｕａない しは Ｍ ａｌｉｃｔｏａの系譜 に辿れ る訳 ではない。 しか しサ

レイモア とい う地縁集団全体 は，その一員であ る Ｌｕａｔｕａの系譜 か らフ ァレウラ村，

ヴ ァイマ ウガ村， シウム村 と並んで兄弟村 と して位 置づけ られて いるのである （図 ４

参照）。 つ まり Ｍ ａｌｉｅｔｏａ の系譜 は称号間の序列 を形成す るものでは全 くない。系譜

によって結 びつけ られて いるのは，称号 名同士で はな くその称号名を含む各 々の地縁

集団 である。そ してその地縁集団内に含まれたい くつかの称号 は互いの系譜 とかかわ

りな く地縁 によ り結 びつ け られて いるのである。 次 にファレアタに関 して い え ば，

Ｔｕｎａ とい う名は もはや ファ レアタの重要 な称号名の リス トの中に見出す ことはでき

ないが，兄弟であ った Ｔｕｎａ と Ｆａｔａの関係 と父 Ａｔｉｏｇｉｅの任命 の故事ゆえに，南岸

のサ ファタ小地方が α伽 α槻 （勝利 を祈 り， 和平 の交渉にあた る媒介者）であ るのに

対 し， それ と対 になる 伽 ’側 （主戦部隊） とい う役割 を担 ってい ることに注 目したい。

つま り，地縁集団同士は この系譜 により格づけされているというよ りは，単 にそれを

通 じて互 いの連帯を強め，役割分担 を行な ってい るのである。各 々の地縁集団 はい く

つ もの称号か ら成 っており，各 々独 立に発生 した ものであって も，その うちの重要な

称号，あ るいは過去 の事件 によ り，地縁集団全体 としては互 いに結 びつ け られ関係づ

け られて いるとい うことがいえ る。

４図 トゥァマサガのなりたち

１７３



国立民族学博物館研究報告　　９巻１号

２）　フ ァ レ ア タ の ａlｉ’ｉ た ち

　 さてそれではいよいよ，ファレアタの α♂西 称号 につ いての考察 に移 ろ う。 ファレア

タは トゥアマサガの中では，初代 Ｍ ａｌｉｃｔｏａで あった Ｓａｖｅａの兄弟 の Ｔｕｎａが ｉｔｔｚ’ａｕ

を形成 した ところと して他 の村 や小地方 と関連づけ られているが， 起源そ の も の は

Ｍ ａｌｉｅｔｏａよりも古 くに湖 る。　Ｋｒ乞ｍｅｒの記 した Ｍａｌｉｅｔｏａの系譜 は初代 の Ｍ ａｌｉｃｔｏａ

Ｓａｖｅａか ら湖 り，八 代前 の Ｓｉ’ｕｓｃｉ’ａまで記録 してある ［ＫＲＡＭＥＲ　 ｌ９０２：２４１］が，

Ｓｉ’ｕｓｅｉ’ａの孫 に Ａｔａ とい う人物が見 えて お り， これが ファレアタ （Ｆａｌｅａｔａ：Ａｔａの

家） の開祖であ ると伝え られて い る の で あ る。 Ｓａｖｅａの祖父 Ｆｅ’ｅｐ６は ファレアタ

の西部 の山の 中の村 アエ レ （Ａｅｌｅ）に住 んでいた し， また Ｓａｖｃａは Ｆｅ’ｅｐ６の息子 の

Ａｔｉｏｇｉｅと トアムア村 の ｔｕｔａｆａｌｅ，　Ａｌｅの娘 の Ｔａｕａｉｕｐｏｌｕの間に生 まれた， とい う経

緯 か らは， フ ァレアタが Ｍ ａｌｉｅｔｏａ家揺藍 の地 として この称 号 と特に縁 が深 いことを

示す ものであろ う。

　 さて この Ｓｉ’ｕｓｅｉ’ａか ら Ａｔａを経 て Ｍ ａｌｉｅｔｏａ に到 る系譜 ［ＫＲＡＭＥＲ　 ｌ　９０２：２４１］

を図 ５に示 してみた。 Ａｔａの最初の結婚か ら出た孫 に Ｍ ａｔａｉ’ａの名が見 えるが， こ

れ が今 日の Ｍａｔａｉ’ａ称号 の起源であ るとみなす ことがで きる。　Ｍ ａｔａｉ’ａはこのよう

に Ｍ ａｌｉｅｔｏａ称号 の成立以前か らある古 い称号名であ るらしい。

　 一方 Ｓｅｉｕｌｉはあ ちこちの村 に 「Ｍ ａｌｉｅｔｏａの息子」格 の称号名 として存在 して いる。

これは Ｍａｌｉｅｔｏａが普通 の村の高位 ａｔｉ’ｉや ｔｕｌａｆａｌｅの娘 と結 ばれて男子が生 まれた

時 につ け られ る名で， そのままその村 の高位称号 となって残 った ものであ る。母方 の

親族 によってその村 の威信 を高め るべ く擁 立された称号名 であ るか ら，村 の中では高

い地位 を もつが，Ｍ ａｌｉｅｔｏａの称号名を継承す る直系 ライ ンか らは遠の く１６）。 ファレ

アタの Ｓｅｉｕｌｉは，　Ｋｒａｍｅｒの系譜 によると，　Ｓａｖｅａより数 えて １３代 目の Ｍａｌｉｅｔｏａ

‘Ａｅ’ｏ’ａｉｎｕ’ａ が Ｕｌ
ｕｇｉａの娘 と結婚 して もうけた息子 か ら発生 して い る ［ＫＲＡＭＥＲ

ｌ９０２：２４４］。 ここでは ｓｅｉｕ工ｉと ｕｌｕｇｉａの間 の ａｌｉ’ｉ／ｔｕｌａｆａｌｅ関係 が ｓｅｉｕｌｉの称 号名

と同時 に始 ま っていることがわか る。

　 同格の ａｌｉ’ｉである Ｍ ａｔａｉ’ａと Ｓｅｉｕｌｉも起源的にはこのように２０世代 も隔た ってい
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 レジティマシ　

るのであ る。 互いに共通 の祖先を もちなが ら， その称号の正 統 性 の根拠は全 く異な

っている。Ｓｅｉｕｌｉがその出自を直接 Ｍａｌｉｅｔｏａに辿れ る称号 名である事実を積極的 に

利用 して， “ａｌｏ　ｏ　Ｍａｌｉｅｔｏａ”（Ｍａｌｉｅｔｏａ の息子） として良 い血筋 を誇 っているのに

対 し，Ｍ ａｔａｉ’ａ はむ しろ Ａｔａ の孫 として フ ァレアタ に君臨する根拠を示 しているの

である。互いに祖先 を共有 して いて も， その正統性の根拠はか くも異 なってお り， も

１６）同様の称号名にＴｕ量ｌａｅｐａ，　Ｐａｐａｌｉ’ｉなどがみられる。
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はや互 いに血筋 を辿 ることがで きるとい う意識 はほとん どない し， また辿 る必要 もな

いといって よい。

　Ｆａｕｍｕｉｎａ 称号 の起源 はおそら く， トゥアマサガの西 のアアナ地方で 最 も高 い位

の称号 ，Ｔｕｉａ’ａｎａ をもっていた Ｔｕｉａ’ａｎａ　Ｆａｕｍｕｉｎａ （Ｍ ａｌｉｅｔｏａ‘Ａｅ’ｏ’ａｉｎｕ’Ｕ よ

り約 ２世代古 い） にあ ると考 え られ るが，それがいかなる経緯で ファレアタにや って

来 たのかにつ いて は今の ところデータを もっていない。Ｔｕｉａ’ａｈａ　Ｆａｕｍｕｉｎａ 自身か

な り世代 が新 しいので， ファレアタの Ｆａｕｍｕｉｎａ称号 もそう古 い もので はな さそ う

だ。

　 以上の如 く系譜か ら判断 す る と，Ｍ ａｔａｉ’ａ称号 は今 日フ ァレアタに君臨 す る三大

ａｌｉ’ｉ称号 の うちでは最 も古 い起源で あるらしい ことがわかるが，同様 に，　Ｍ ａｔａｉ’ａの

図 ５　Ｓｉｕｓｅｉ’ａか ら Ａｔａを経 て Ｍ ａｌｉｅｔｏａ に至 る系 譜
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称号 が ２つ に分かれ，ヴ ァイモ ソ村 とヴ ァイテ レ村 の双方 にまたが ってい ることも，

この称号 が古 いことを示 す証拠 のひ とつ であろう。称号の分裂１？）は同 じ村 （地縁 組織

の最小単位） の内部で生 じるのが普通 であ る。 ところが Ｍ ａｔａｉ’ａ称号 は ２つの村に

分 かれてお り， しか もその間 にい くつ もの村 が介在す るとい うことは，何を意味す る

であろ うか。 これは他 で もない，分裂直後の Ｍａｔａｉ’ａ 称号は地理 的に隣…合 って いた

のが，後に人 口が増 え多 くの称号名や村が 生 じて ２っ の Ｍ ａｔａｉ’ａ称号 の間 に割 って

入 る結果 とな った ことを示 唆 しているのであ る。おそ らくはそれ ほどに Ｍ ａｔａｉ’ａ の

称号名は古 い ものなのだろ う。

　 さて ここで，Ｍ ａｔａ’ａｆａ とい う， かつて ファレアタに最高位で君臨 したが，今 では

他 の地方へ移転 して しま った称号名 につ いて触 れてお こう。先 に検討 した今 日のフ ァ

レアタのｆａ’ａｔｕＰｅｇａの中に Ｍ ａｔａ’ａｆａの名は含 まれて いないが，古 いｆａ’ａｌａψｅｇａの中

には見 ることがで きる。 Ｋｒａｍｅｒのテキス ト中の．ｆａ’αｔｕＰｅｇａ［ＫＲ２Ｓ・ＭＥＲ　ｌ　９０２：２２７］

とサモ ア組合派教会 （Ｃｏｎｇｒｅｇａｔｉｏｎ　Ｃｈｒｉｓｔｉａｎ　Ｃｈｕｒｃｈ　ｏｆ　Ｓａｍｏａ） の発行 した

ｆａ’ａｌｕＰｅｇａ集 ［１９７８：１５０］を次に掲 げてみよう。

Ｋ ｒａｍ ｅｒ に よ る フ ァ レ ア タ の ｆａ’ａｌｕpｅｇａ

1 Tulouga a 'oe Faleata 1318) 

2 tulouga a 'oe Tauaitu 

3 tulouga a  diga e  fa, 5 

4 tulouga a ali'i e  lua: 

5  susa mai  lau susuga a Matai'a 3 

6  afio mai lau afioga a  Faumuind 2 

7  susa mai lau susuga a Seiuli 4 

8 'o le alo o Malietoa 

9  ae tulouga a lou ali'i 'o le Mata'afa.

（日 本 語 訳 ）

１　 あ な た 方 フ ァ レ ァ タ の ｔｕｌａｆａｌｅ よ ，

２　 あ な た 方 Ｔａｕａｉｔｕ よ ，

３　 ４ つ の ’ｄｉｇａ （Ｔｏ’ａｆａ の こ と） よ ，

４　 ２人 の ａｌｉ’ｉよ ：

１７）本文１５８頁参照。

１８）各行の終わりに付した番号は１５７頁のファレアタのｆａ’ａｌｕＰｅｇａにあらわれている称号名の行数

　を示す。
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５　 Ｍ ａｔａｉ’ａ よ ， よ う こ そ ，

６　 そ し て Ｆａｕｍ ｕｉｎａ よ ，

７　　Ｓｅｉｕｌｉよ

８　 汝 Ｍ ａｌｉｅｔｏａ の 息 子 よ ，

９　 Ｍ ａｔａ’ａｆａ よ ， よ う こ そ ！

教 会 の ｆａ’ａｌｕｐｅｇａ集 に よ る フ ァ レ ア タ の ｆａ’ａｌｕＰｅｇａ

1 Tulouna oe Faleata  13 

2 Tulouna  oe Tauaitu 

3 Tulouna oe le Saofaiga a le Atua 6 

4 Tulouna oe outou  to'afa 5 

5 Tulouna le Pulelua ma le faiga ma le Nofoapule 8, 9 

6  Afifio mai oulua Tama a le Fale 

7  Afio mai  Faumuind 2 

8  Susil mai Matai'a 3 

9  Susa mai Seiuli o le alo o Malietoa 4 

10  Afifio mai Tapaau e lua o Letele ma le  Matd'afa.

（日本語訳）

１　 フ ァ レ ア タ の ｔｕｔａｆａｔｅた ち よ 。

２　 Ｔａｕａｉｔｕ よ 。

３　 Ｓａｏｆａｉｇａ　ａ　ｌｅ　Ａ ｔｕａ よ 。

４　 あ な た 方 Ｔｏ’ａｆａ よ 。

５　 Ｐｕｌｅｌｕａ，　Ｆａｉｇ乱， そ して Ｎｏｆ（）ａｐｕｌｅ よ 。

６　 あ な た 方 ２人 の フ ァ レ ア タ の 王 子 た ち よ ，

７　 Ｆａｕｍ ｕｉｎａ よ ， よ う こ そ 。

８　 Ｍ ａｔａｉ’ａ よ ， よ う こ そ 。

９　 Ｍ ａｌｉｅｔｏａ の 息 子 ，　Ｓｅｉｕｌｉ よ 。

１０ 最 高 位 の Ｌｅｔｅｌｅ と Ｍ ａｔａ’ａｆａ よ 。

Ｋｒａｍｅｒの ｆａ’ａｌａpｅｇａ では ９行 目，教会 のｆａ’ａｌａpｅｇａでは１０行 目に Ｍ ａｔａ’ａｆａ が登

場す る。一方，先 に示 した Ｓｉ’ｕｓｅｉ’ａか ら Ａｔａを経て Ｍ ａｌｉｅｔｏａ に到 る系譜 （図 ５）

を見 ると，Ａｔａの ２度 目の結婚か ら生 まれた Ｔａｆａ’ｉｇａｔａ１９）の ５人の子 の うち最後 の

子 がＭ ａｔａ’ａｆａであ る。　Ｔａｆａ’ｉｇａｔａは最後の息子 にＭ ａｔａ’ａｆａと名づけた後，「Ｔａｕａｉｔｕ

（ｔｕｇａｆａｇｅ団 と思われる）を呼び， この子をお前 たちの ａｌｉ’ｉ（主人）とす る」， と宣言 し

１９）Ｔａｆａ’ｉｇａｔａは今日，刑務所の置かれているファレァタの内陸の地名であるが，同時にファレ

　ァタのいくつかの伝承に登場する興味深い名である。
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た。 これがファ レアタの αｏ称号２０），Ｍ ａｔａ’ａｆａ の起源 である。」 と Ｋｒａｍｅｒの テク

ス トには記 して ある ［ＫＲＡＭＥＲ　ｌ　９０２：，２５５］。

　Ｍ ａｔａ’ａｆａは少な くとも系譜 の上 で見 る限 り，　Ｍ ａｔａｉ’ａ と同 じ時代 に発生 し， しか

もＭ ａｔａｉ’ａよ り高 い称号であ ったが，あ る時か ら同 じウポル島の東 部，ア トゥア地方

の アマイ レ （Ａｍａｉｌｅ）村 に移 って しまった。 ア トゥアで最高位を 占め るが現在空位 と

な っている Ｔｕｉａｔｕａの代用 とな るほどに格 の高 い称号であ る。教会 の ｆａ’ａｌｕＰｅｇａの

１０行 目に見 える Ｌｃｔｅｌｅは Ｍ ａｔａ’ａｆａと同格の女性称号 （Ｍ ａｔａ’ａｆａの 倣 ψｏπ称号２１》

か もしれない）であ ったが，今 日では Ｆａｕｍｕｉｎａの 緬ψｏπ称号 とな っている。 また

Ｍａｔａ’ａｆａの ｔｕｌａｆａｌｅ団 と して Ｔａｆａ’ｉｇａｔａ に任命された と伝え られ る Ｔａｕａｉｔｕ２２）は

今 日レペア村 にある。ζの ２つの事 実か らは，Ｆａｕｍｕｉｎａの称号 は Ｍ ａｔａ’ａｆａがアマ

イレ村 に移 った後の空隙を埋 め る形 でファ レァタの地縁組織 の構造の内に入 り込んで

いる らしい ことが推測で きる。 とはいえ， Ｆａｕｍｕｉｎａ は Ｍａｔａ’ａｆａ ほどに格 が高 く

はない。

　 以上で検討 した ａｌｉ’ｉ同士 の関係を整理 してみよう。 フ ァレアタの ａｌｉ’ｉ称号 はたい

て い開祖である Ａｔａへ と系譜的 につなが っているようではあるが，それが必ず しも称

号の直接の正統性 には結 びつ いていない。 例 えば Ｓｃｉｕｌｉは Ａｔａ につなが ることよ り

も， もっと後に生 じて最 も勢力を得た高位称号 Ｍ ａｌｉｅｔｏａに辿れ ることの方をはるか

に大切 に している。 しか も２０世代 も間に隔た りのある Ｍ ａｔａｉ’ａ と Ｓｅｉｕｌｉの両 称号は

ほぼ同格 にあ る。また Ｍａｌｉｅｔｏａや Ａｔａに辿れ るかど うかす らわか らない Ｆａｕｍｕｉｎａ

の称号 もあ る。すなわち トンガな ど他 の多 くのポ リネシァ社会 の原則であ った年長優

位 の原理 によ る直系／傍系の別 と直系への系譜的距離 による称号 の序列づ け， とい っ

た ものは，サモアでは必ず しも重要 とはなっていない。 サモ ァの首長称号 も系譜を大

切 にす るが，それは トンガの場合のよ うに直系／傍 系の区別 によ り称号の序列の中で

自分の 占め る位 置を明確 にす る， とい う目的で あるよ りは，む しろ単 に自分の称号 の

由緒正 しさを示 すひとつ の根拠 とす るためである。由緒 正 しささえ示せれば， Ｓｅｉｕｌｉ

のよ うに起源の新 しい称号 も Ｍａｔａｉ’ａ のよ うに古 くか らファレアタ に君臨 した称号

と同格 にな ることがで きるのである。

　 トゥアマサガは Ｍａｌｉｅｔｏａの称号 とい う権威 によ り， 部分 の関係がつ くられ，まと

め られて いるけれど も・ それ はご く表面的なことであ り，細部 まで行 き届いていると

２０）親族集団ではなくｔｕｌｑｆａｌｅ団により選出される名誉の高い称号。

２１）脚注 ９）参照。

２２）ＴａｕａｉｔｕはＫｒ５ｍｅｒのノぬ １ψ８即，そして教会のノ滋妙８即 の双方とも２行目にその名が出て

　くる。詳しくは次章で再びとりあげる。
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はとて もいい難 い。 トゥアマ サガの レベルで は Ｔｕｎａに表象 されるフ ァレアタである

が・その内部 では もっぱ ら Ｔｕｎａよりも古 い Ａｔａや Ｔａｆａ’ｉｇａｔａの権威 が，依然有力

である。 しか し Ｓｅｉｕｌｉのよ うに，新 しい けれ ど強大 な Ｍａｌｉｅｔｏａ の権威 に依存 して

いる称号 もあ る。 ファレアタ とい う地縁組織 はこれ ら多元 的な権威を束ね るよ うに し

て成 立 してい るのであ る。

Ｖ ． ａｌｉ’ｉ／ｔｕｌａｆａｌｅ 関 係

　ａｔｉ’ｉと ｔｕｌａｆａｌｅの間の 「主従関係」 は，固定的な ものではないが，一応の組 み合 わ

せが成 立 していると思われ る。ｔｕｌａｆａｌｅが特定 の ａｌｉ’ｉのために働 くというのは，　ｆｏｎｏ

のような地縁集団 の公的行事 よりも， む しろ ａｔｉ’ｉの親族集団 にかかわ る私的行事 の

時 の方 がは っきりと現れて くる。 ここでは高位 ａｌｉ’ｉの葬式 （ｌａｇｉ）における ｔｕｌａｆａｌｅ

の役割分担 に注 目 してみよ う。多 くの社会 と同 じくサモアの葬式 において も親族一 同

が集ま って くるが， サモアの場合その他 に全 国か ら ｔｕｌａｆａｌｅた ちが集合 して， ヤ シの

葉 を捧 げ持 ち，大声で決ま り文句を口々に叫んで ａｌｉ’ｉの死 を悼 む。 これは ’励α」α と

呼 ばれ るが，ａｔｉ’ｉの位 が高 けれ ば高いほど ’励α♂αは大 き く，また ’磁α♂αが大きければ

大 きいほどその ａｌｉ’ｉの称号名の権勢を示 す もの として ａｌｉ’ｉの親族 は喜ぶ ので ある２３）。

こうして葬式 が無事終了す ると，ａｌｉ’ｉの親族 集団は ’ｉｅ　ｔｏｇａ （細編み ござ）２４）を ’磁蜘

に参加 した ｔｕｔａｆａｌｅた ちに配 らな くて はな らない。’ｉｅ　ｔｏｇａの分配は屋外で皆 の見て い

る前で，長 い演説 と共 に行なわれる儀礼的な ものであ る。 この時，親族 集団 とｔｕｌａｆａｌｅ

た ちは互 いに対面す るが， この双方 を代表す る ２人の ｔｕｌａｆａｌｅのや りとりのうちに分

配 が進行 す る。 親族集団 にかわ り，ｔａｌｉａ（ｔａｌｉ　ｔｏｇａ）と呼 ばれ る役を務 め る ｔｕｔａｆａｇｅは，

親族集 団の利益を代表 し，限 りある’ｉｅ　ｔｏｇａを有効 に一 一で きるだけ少 な く，しか し親

族 集団の名誉及び称号名の名声 は高 まるように一一一一一一分配 しよ うとす るが，一方，’磁α１α

に参加 した ｔｕｔａｆａｌｅた ちの代表 を務め る ｔｅｃｇａｆａｌｅは逆に参加者 ひとりひ とりが分配 を

受 けるよ うに親族集団の代理＃ る 如伽 に迫 るのである。 さて ファ レアタにおける各

ａｔｉ’ｉの ｔａｇｉ２５》での ｔｕｔａｆａｔｅの役割分担 は以下 の通 りであ る。

２３）葬式の詳細な分析や ’伽α」αの役割については ［山本 ・山本　１９８１：１４８－１５６］を参照のこと。

２４）交換財。貨幣が入ってくる以前はサモアで最も貴重な財であった。今でも交換儀礼において

　欠くべからざるもので，需要度はたいへん高い。
２５）古来からのならわしではファレアタの ａｌｉ’ｉは本来誰も ｌａｇｉを行なってはいけないとされて

　いる。しかしながら近年の各称号間格差の平準化にしたがって，ファレァタでも他の地方同様，

　最近は ｌａｇｉが頻繁に行なわれるようになっている。
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亡 く な っ た ａｌｉ’ｉ

Ｆａｕｍ ｕｉｎ乱

Ｍ ａｔａｉ’ａ （ヴ ァ イ モ ソ村 ）

Ｍ ａｔａｉ’ａ （ヴ ァ イ テ レ村 ）

Ｓｅｉｕｌｉ

親 族 代 理 （talia)

Ｓａｏｆａ，ｉｇａ

Ｕ ｎｅ，　Ｍ ａｎｕｌｅｌｅｕａ

Ｔｏｉ，　ＴＵＩａｇａ

Ｕ ｌｕｇｉａ
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’励 α♂α代 表

Ｔｏ’ａｆａ

Ｓａｏｆａ’ｉｇａ

Ｓａｏｆａ’ｉｇａ

Ｓａｏｆａ，ｉｇａ

　ｔａｔｉａ は， 対外的 に ａｌｉ’ｉの対 となって 代理を務 め る ｔｕｌａｆａｌｅであるが， ここでは

Ｆａｕｍｕｉｎａ／ｓａｏｆａ’ｉｇａ，　ｓｅｉｕｌｉ／ｕｌｕｇｉａ， またヴ ァイモ ソ村 の Ｍ ａｔａｉ’ａ／ｕｎｅ，　Ｍ ａｎｕｌｅ－

ｌｅｕａ（Ｔｏ’ａｆａの うちの ２称号），ヴ ァイテ レ村 の Ｍ ａｔａｉ’ａ／Ｔｏｉ，　Ｔｕｌａｇａの組み合 わせ

が成立 して いる。Ｔｏｉと ＴＵＩａｇａはファレアタ全体ではそれ ほど格 の高 い ｔｕｌａｆａｌｅで

はないが， ヴ ァイテ レ村の Ｍ ａｔａｉ’ａのｉ親族集 団に属す る専属 ｔｕｌａｆａｔｅで ある。また

’励α」α を代表す るのは
， ファレアタを代表す る ｔｕｌａｆａｌｅとなって お り， 原則 と して

Ｓａｏｆａ’ｉｇａが， また Ｓａｏｆａ’ｉｇａが ｔａｌｉａを務め る時 には Ｔｏ’ａｆａがこれを務め る とい

うことがいえ るだ ろう。

　ａｔｉ’ｉ／ｔｕｔａｆａｌｅ関係 について，筆者 は第 皿章で Ｍａｔａｉ’ａ と Ｔｏ’ａｆａの組 み合わせは他

の ２組，Ｆａｕｍｕｉｎａ／ｓａｏｆａ’ｉｇａ，　ｓｅｉｕｌｉ／ｕｌｕｇｉａの組み合 わせ とは性格を異 にす るので

はないかと指摘 したが， この節での ａｔｉ’ｉの ｌａｇｉにつ いての検 討か らも同 じことがい

える。後 の ２つの組み合 わせ は，各 々レペア村， ヴ ァイウス村の内部 で成立 して いる

もので，特 に Ｓｅｉｕｌｉの場合 は初代 Ｓｅｉｕｌｉの母方祖父 が Ｕｌｕｇｉａであ ったわけだか ら，

両者 の結びつ きは称号 の成 り立 ちか らして明 らかなもの とな ってい る。 それ に対 して

Ｍ ａｔａｉ’ａ／Ｔｏ’ａｆａ の組み合わせ は もっと緩やかな ものだが， この両者 の関係を理解 す

るのに，各 々の称号 の地理的 な配置を考察す ることが役 に立 ちそ うである。

　Ｍ ａｔａｉ’ａが ２っの村　 　 しか も間にい くつ もの村をは さんでい る一 にまたが って

称号分裂を おこ してい るのが珍 しいとい うことは先 に指摘 したが， ひ とつの ｔｕｔａｆａｌｅ

団 が このように 西 と東 に分 かれて存在 して いることも同 じく珍 しい。 そ して これは

Ｍ ａｔａｉ’ａの称号分裂 と一致 して いるかの如 くである。す なわ ち，東 の Ｍ ａｔａｉ’ａ（ヴ ァ

イモ ソ村） には Ｍ ａｎｕｌｅｌｅｕａ と Ｕｎｃが， 西の Ｍ ａｔａｉ’ａ （ヴ ァイテ レ村） には Ａｌｅ

と Ｕｌｕが，とい うように対称的な配 置を とって いる。但 し，実際に西 の Ｍ ａｔａｉ’ａ と

Ａｌｅ，　Ｕｌｕ のふた りは村 を異 に して いるために 「主従 関係」 の意識 は消えて しま って

いる。西の Ｍ ａｔａｉ’ａの代理を務め るのは Ａｌｅと Ｕｌｕではな く，ヴ ァイテ レ村 の Ｔｏｉ

や ＴＵＩａｇａであ る。

　 この地理的な称号 の配置を時間軸 の中で は次のよ うに推測す ることがで きる。す な

わ ち Ｔｏ’ａｆａ はかつてより Ｍ ａｔａｉ’ａを主人 とす る由緒 ある ｔｕｌａｆａｌｅ団２６）で あ り，村
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の中では Ｍ ａｔａｉ’ａ称号 を囲む ように， その西 には Ａｌｅと Ｕｌｕ，東 には Ｍａｎｕｌｅｌｅｕａ

と Ｕｎｅというよ うに住ん でいた。 その後 Ｍａｔａｉ’ａ 称号が ２つに分裂 して， ２つの

’厩８αの分枝 がこの称号を各 々独立 に擁す るよ うにな
った時，ｔｕｌａｆａｌｅも ２つの グル ー

プに分かれて Ａｌｅと Ｕｌｕは西の Ｍ ａｔａｉ’ａに，　Ｍａｎｕｌｅｌｅｕａ と Ｕｎｅは東 の Ｍ ａｔａｉ’ａ

に仕え るようにな った。や がて時聞がたち，人 口増加及び ファレアタの膨脹 に伴 って

両 Ｍ ａｔａｉ’ａ間の地理的距離 も広が り，西の Ｍ ａｔａｉ’ａと Ｔｏ’ａｌｕａ（２人 ：Ａｌｅと Ｕｌｕ）

は主従関係が薄れ，今 日のように Ａｌｅ と Ｕｌｕ だけで単独の村を形成 し，　Ｍａｔａｉ’ａ は

自 らの ’δゴ９αの ｔｔｔｌａｆａｌｅと して もっと格 の低 い Ｔｏ１や ＴＵＩａｇａなどを用 いるよ うにな

ったのである （図 ６）。

ａｌｉ’ｉ／ｔｕｌａｆａｌｅの対 の関係 を崩 して しま っているの は西の Ｍ ａｔａｉ’ａ と Ｔｏ’ａｌｕａ （２

人 ：Ａｌｅと Ｕｌｕ） ばか りで はな い。 東 の Ｍ ａｔａｉ’ａと Ｔｏ’ａｌｕａ （２人 ：Ｍａｎｕｌｅｌｅｕａ

図 ６　 Ｍ ａｔａｉｌ’ａと Ｔｏ’ａｆａの位 置関係 の推 移

２６）Ｍａｔａｉ’ａの称号の成立が相当古いものであることは系譜から容易に推測できるが，　Ｔｏ’ａｆａの

　場合， 鰯ψ あ の系譜は記録されることが少ないので， その成立がどれだけ古いかを調べるの

　は難しい。ただし，トアムア村のＡｌｅの場合，初代 ＭａｌｉｅｔｏａであったＳａｖｅａの母 Ｔａｕａｉｕｐｏｌｕ

　が Ａｌｅの娘であったことは有名な伝承であり，この頃既に Ａｌｅの称号が成立 していたのであ

　れば，かなり古いということができよう。
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と Ｕｎｅ） に して も， 西の組み合わせ ほどに崩 れてはいないが，　Ｆａｕｍｕｉｎａ／Ｓａｏｆａ’ｉｇａ

や Ｓｅｉｕｌｉ／Ｕｌｕｇｉａの組み合 わせ に比べ ると関係 が弱 ま って きてい るといえよ う。野外

ｆｅｎｏの際 に Ｍ ａｎｕｌｅｌｅｕａ と Ｕｎｅは Ｍａｔａｉ’ａ とは別 の家をかまえ るのだ し，　ｆｏｎｏ召

集に際 して Ｍ ａｔａｉ’ａ と Ｕｌｕｇｉａ との間を結ぶのは これ ら２称号のかわ りに Ｓａｏｆａ’ｉｇａ

であ る， とい うことはそのあ らわれ と考 え られ る。 この理 由は様 々に考え られ るが，

そのひ とつ として 西の Ｍ ａｔａｉ’ａ と Ｔｏ’ａｌｕａ （Ａｌｅと Ｕｌｕ）が関係を崩 して しま って

いることがあげ られよ う。 対称型で存在 してい る２組の ａｌｉ’ｉ／ｔａｌａｆａｌｅ の関係 で一方

の関係 の崩壊 が他方 に も影響 を与えてい るとい う推論 が ここで は 可能 であ る。 東の

Ｔｏ’ａｌｕａ も Ｍａｔａｉ’ａ に仕 え る ｔｕｔａｆａｔｅと して Ｍａｔａｉ’ａの下 に安住で きずに， 西のペ

ァであ る Ａｌｅ と Ｕｌｕ と一緒 に Ｔｏ’ａｆａ として ａｌｉ’ｉか ら独 立す る傾向を見せて いる

よ うに思 える。

ＶＩ．　 ｔｕｌａｆａｌｅ た ち

　前章 で ａｔｉ’ｉと ｔｕｌａｆａｌｅの結 びつ きにつ いて考察 したが， このよ うに特定 の ａｌｉ’ｉと

ｔｕｌａｆａｌｅの関係 がは っきりと現れ るのは，　ａｌｉ’ｉの親族 にかかわ る行事 が主 である。 第

ｍ章 に示 したよ うな ｆｏｎｏの機会 には， これ ら ａｔｉ’ｉ／ｔｕｔａｆａｔｅの特定の関係 よ りもむ し

ろ，ｔｕｌａｆａｌｅの中立性が主 として表明され る。例えば，　Ｓａｏｆａ’ｉｇａがファレアタのｆｏｎｏ

で最初の演説 を して も， それ はファレアタの ｆｏｎｏ全体 のためで，　Ｆａｕｍｕｉｎａ の代理

と して しゃべ ってい るのではない。　 この Ｓａｏｆａ’ｉｇａ が不在であれば そ の か わ り に

Ｔｏ’ａｆａが演説を してみて もそれは同 じであ る。 この点 についていえぱ ｔａｌａｆａｌｅと ａｌｉ’ｉ

は演説をす る・ しないの区別 ばか りでな く・ｆｏｎｏ におけ る自 らの代表性 において全 ．

く異な る役割 を もっているといえ よう。す なわ ち，第ＩＶ章 で明 らか となった ように，

ａｌｉ’ｉは ｆｏｎｏにおいて地縁集団の各 々の部分を代表 し，異質 な権威 を体現 して いるの

に対 し，ｔｕｌａｆａｌｅはそれ らをまとめ，た ばね る役割 を果 たすのであ る。　ａｌｉ’ｉ称号が複

数 あるのは問題 もない し当然 だが， それ らを媒介す る ｔｕｌａｆａｌｅは役割 ごとに １称 号ず

つ でよいことにな る。 ファレアタの ｆｏｎｏ において，　ａｌｉ’ｉは同格であることを強調す

るよ うに席次や カヴ ァ儀礼 が仕組 まれて いるのに対 し， 翻 ψ あ の間 には役割 の差，

格 の差 がはっきり し易いのは， そう した理 由による ものであ ろう。 この節 では以上の

前提 をふまえて， ファレアタの ｔｕｌａｆａｌｅ相互 の関係 をとりあげてみよ う。

　 ファレアタの三大 ｔｕｌａｆａｌｅ団，　Ｔｏ’ａｆａ，　Ｓａｏｆａ’ｉｇａ，　Ｆａ’ａｐｉｔｏ　Ｓａｏｆａ’ｉｇａ のうちで
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Ｆａ’ａｐｉｔｏ　Ｓａｏｆａ’ｉｇａが第三位で あることにはさほど疑問 はなか ろう。 ここで焦点 とな

るのは何 といって も Ｔｏ’ａｆａ と Ｓａｏｆａ’ｉｇａの間に見 られる葛 藤であ る。 ファレアタの

ｔｕｌａｆａｌｅ団 のうち Ｔｏ’ａｆａ と Ｓａｏｆａ’ｉｇａ が一見奇妙な 関係 にあ るこ とは先 に説明 し

た。 ファレアタの諸 々の称号保持者 が 集 ま った時に， ｔｕｌａｆａｌｅ の最 も重要な 役割 は

Ｓａｏｆａ’ｉｇａのうちの １称号 が果す ことにな っている。 しか し一方 Ｔｏ’ａｆａは Ｓａｏｆａ’ｉｇａ

の次で はあ りなが ら， ４人全員が演説 を しカヴ ァを飲むのであ って， １称 号ずつが重

視 されて いると考え るこ とも可能で あろう。また野外ｆｏｎｏにお いては，　Ｔｏ’ａｆａは彼

らだけで ３軒 のうちの ２軒 を占めるので ある。 この Ｔｏ’ａｆａと Ｓａｏｆａ’ｉｇａ の関係 にっ

いて筆者 はある興味深い伝承を得た ので， これを中心 に考察をすすめよ う。

　 ここに紹介す る伝承は，第 １章 で述べ た Ｔｏ’ａｆａの うちのあ る称号 を頭 とす る親族

集 団に属す るインフォーマ ン トか ら筆者が きき出 した もの で あ る。 彼 はこの話を，

Ｔｏ’ａｆａ と Ｓａｏｆａ’ｉｇａ の関係 につ いて論 争がお こった時 に ファ レアタ全体 の ｆｏｎｏ が

開かれ， 当時 の Ｆａｕｍｕｉｎａ の称号保持者 が演説の中で語 って くれた ものだ と いいっ

つ教 えて くれた。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｓａｏｆａ’ｉｇａ のtofiga（ 任 命 ）２７）

　Ｔａｆａ’ｉｇａｔａ とい う名 の フ ァレア タ の ｔａｍａ（身分 の高 い ａｌｉ’の が ア エ レ村 か ら手 さげ 籠 を も

って や って き た。 この 中 には ａｔｕａ （ま た は ａｉｔｕ：精 霊 ） が入 って い た。 彼 はま ず最 初 に Ａｌｅ

の 家 を訪 問 した 。Ａｌｃは カ ヴ ァで もて な した 。彼 は Ａｌｅに い った。 「あ なた は Ｔｏ’ａｆａの 中で

も一 番 最 初 に カ ヴ ァを飲 み， 最 初 に演 説 しな さ い。」 これ以 後 今 日に到 るま で ， フ ァ レア タ

が 集 ま る と必ず Ａｌｅ が Ｔｏ’ａｆａ の 中で は 最初 にカ ヴ ァを 飲 み ， 最 初 に 演 説 を す る。 次 に

Ｔａｆａ’ｉｇａｔａ はヴ ァイ モ ソ村 へ 行 き，　Ｍ ａｎｕｌｅｌｅｕａ の家 を 訪 ね た 。 同 じよ う に ここで もカ ヴ ァ

を 飲 ん だ。 カ ヴ ァを 飲 み なが ら彼 は こ こ （う しろ ） に籠 を 置 いて い た 。 こ の 中に は α鋤 が入

って い た 。 そ して彼 はい った 。 「あ なた は Ｔｏ’ａｆａの 中で は ，　 Ａｌｅに次 い で 二番 目 に カヴ ァ

を 飲 み ，二 番 目に演 説 を な さ い。」 これが 済 ん で か らも ど って レペ ア村 に来 た 。 レペ アで は

Ｖｅｌｅｔａｌｏｏｌａとい う人 の 家 に来 た 。　ｍａｔａｉが集 ま って きた 。籠 もそ こに あ った 。 カ ヴ ァが 始 ま

った 。 彼 は Ａｌｅ とい る時 も， まず う しろ の籠 に カ ヴ ァを ふ りか けて か ら飲 ん だ 。 ヴ ァイ モ

ソ村 で もそ うだ った し， レペ ア村 で もそ う した 。 この籠 の 意味 を初 めて 悟 った の は レペァ の

鋭α頗 た ちで あ った。 人 々は 彼 がカ ヴ ァの杯 を 受 け取 って 籠 にふ り か けて い るの を 見 た。

Ｖｅｌｅｔａｌｏ・１ａはい った。 「お止 め な さ い 。 ど う して あな た は う しう に い る ａｉｔｕに先 に カ ヴ ァを

あ げて ， 自分 は後 か ら飲 む の です か 。」彼 は こ うい った 。 「解 って くれ て あ りが と う。 あ な た

の 名 は Ｓａｏｆａ’ｉｇａ　ａ　Ａｔｕａ （精 霊 の 集会 ） と しな さい 。 あ なた 方 は フ ァ レア タ の ｍｏａ　ｖｉｎｉ　ｍｕａ

（一 番 鶏 ） とな りな さ い。」 この 傾 ９α （任 命 ） の 後今 日に到 る まで ， フ ァ レアタで 会 合 が あ

れ ば必 ず Ｓａｏｆａ’ｉｇａが 一番 に演 説 を し，そ して最 初 にカ ヴ ァを 飲 む ので あ る 。

２７）この記述は，サモア語で録音されたテープを筆者が聴きながら，日本語に大意訳したもので

　ある。
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　 これ は，サモ アにおいて何 らかの地位，役割，権能な どの正統性を説明す る起源伝

承 と してよ く用 い られるパタ ーンを踏襲 している。すなわ ち，権威を もつ人に対 して

何 らか の功績をな した故 に，今 日の地位 に任命 された， とい うもので ある。 ここでは

Ｔｏ’ａｆａは既成 のもの としてあ り， その中で Ａｌｅ と Ｍ ａｎｕｌｅｌｅｕａ が いかに今 日の順

位 を得 たか， ということを 説明す る と共 に， Ｓａｏｆａ’ｉｇａ の形成 とそれがいかに して

Ｔｏ’ａｆａよ りも名誉 ある役割 を得 たか ということを説 明 しているのであ る。

　 この伝承の 目的は，最初 に演説を して最初 にカヴ ァを飲む とい う Ｓａｏｆａ’ｉｇａの名誉

ある役割の起源を語 り， その権能 の正統性 を示す ことであ ろう。 ここでは Ｔｏ’ａｆａは

既成 のものと して現 れ， その Ｔｏ’ａｆａの権能 を こえて いるところに Ｓａｏｆａ’ｉｇａが位置

づけ られて いる。 この伝承 はか くして，Ｔｏ’ａｆａか ら Ｓａｏｆａ’ｉｇａ へ の勢力交替を説明

し正統化す るものと解釈 で きるか もしれない。

　第 ＩＶ章 においては， ファレアタにおける ３つの高位 ａｔｉ’ｉ称号 の うち，　Ｍａｔａｉ’ａ が

最 も古 くよ り存在 していた らしい ことを示 した。また前章 で Ｔｏ’ａｆａはかつて はこの

Ｍａｔａｉ’ａ称号 に仕 える ｔｕｌａｆａｌｅで あり，おそ らくはこれ も相 当古 くか らファレアタに

存在 したで あろうという推論 を展開 した。Ｓａｏｆａ’ｉｇａ は，　Ｍ ａｔａｉ’ａ よ り歴史 の浅 いと

思われ る Ｆａｕｍｕｉｎａに仕 える ｔｕｌａｆａｌｅ団であるか ら，　Ｔｏ’ａｆａよ り新 しい勢力で ある

ことは当然推測 できることであ る。

　 しか し一方， この伝承を以 上の如 く歴史的 に解釈するのではな く，構 造論 的に理解

す ることも可能で あろう。 Ｓａｏｆａ’ｉｇａ の役割の正統性 を示 して いるとす る歴史 的解釈

は，筆者 自身 が始 めたのではな く，む しろファレアタの人 々が伝承 の中 に織 り込んで

行な ってい る説 明である。 この伝承は Ｔｏ’ａｆａの側か らはある種 の無念 さを もって語

られ るが，それ と同時 に Ｔｏ’ａｆａ の由緒正 しさは，「儀礼 のおりには，　ａｌｉ’ｉの如 き威

厳を もってノゐ’α解卿 αψα（お ごそかに座 る） す る」 と表現 され る。

　 この伝承の内で Ｔｏ’ａｆａを既成 のものと してい ることは， その由緒 正 しさを表現 し

たもの ととれない ことはな い。 すなわ ちこの伝承 は，Ｔｏ’ａｆａ と Ｓａｏｆａ’ｉｇａ との間 の

葛藤を，Ｓａｏｆａ’ｉｇａには功績 による権能 を与 え， しか し一方 Ｔｏ’ａｆａ には由緒正 しさ

を与え ることによ って，解 消 しよ うと試みて いるとい う解釈 も成 り立 ち得 る。Ｔｏ’ａｆａ

は名を とり，Ｓａｏｆａ’ｉｇａは実を とったのである。

　 そ して この Ｓａｏｆａ’ｉｇａ と Ｔｏ’ａｆａ の間を媒介 してい るのが，　Ｔａｆａ’ｉｇａｔａ という人

物で あるのは興 味深 い。 これ はファレアタの伝承 に しば しば登場す る名で，他 の称 号

の起源を説明す る伝承 に登場す るものの， Ｔａｆａ’ｉｇａｔａ とい う称号名 は少な くとも今

日では存在 して いない し，Ｍ ａｔａ’ａｆａ のよ うにかつて存在 していた という話 もない。
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Ｔａｆａ’ｉｇａｔａは ファレアタ全体 にとって，個別 の部分 （例えば，特定 の村 とか，特定 の

称号名 とか） の利害 にかかわ らない， しか も権威 ある名であ るとい うことがで きよ う。

その意味で はま さに，Ｔｏ’ａｆａ と Ｓａｏｆａ’ｉｇａ の利害対立を媒介す るにふさわ しい人物

である。

　 さ らに Ｔａｆａ’ｉｇａｔａのや って きた村 アエ レ もまた興味深 い。 通常，内陸 （ｕｔａ）の村

は畑つ くりのための新 開地 で， 海沿 い （彦切 の村 の一部 であることが多いが， アエ レ

村 は初代 Ｍ ａｌｉｅｔｏａの祖父 Ｆｅ’ｅｐ６も住んで いた と伝 え られる ところであ るか ら，由緒

あ る地 名で ある上 に， どの海 沿いの村 にも属 さない。さ らにアエ レ村 には ｆａ’ａｇａｐｅｇａ

もな く，称号 も存在 しない。つま りは海沿 いの ファレアタのつ くる称号 システムか ら

は超越 的な存在 なのであ る。 ファレアタの どの部分 で もない村 と して，ま さに Ｔｏ’ａｆａ

と Ｓａｏｆａ’ｉｇａの利害対立を媒介す る者 の出身地 にふ さわ しい といえよ う。

　 つま り， ファレアタの個別の利害 に属 さない村か らや って きた，や はり個別 利害 を

超越 した人 物である Ｔａｆａ’ｉｇａｔａによって，　Ｔｏ’ａｆａ と Ｓａｏｆａ’ｉｇａの間の葛藤 が媒介 さ

れ，Ｔｏ’ａｆａ は由緒正 しさを， また Ｓａｏｆａ’ｉｇａは功績 によ る権利を得た とす る解釈 も

可能であ る。

　 ここまでの分析 を通 じてみ ると，ａｌｉ’ｉと ｔｕｌａｆａｌｅの地位 ，役割，権能 の正統 性の源

泉 とい うもの に差がみ られるようであ る。α観 の場合の正統性 の源泉 は，主 と して血

筋 の由緒正 しさであ る。初代 Ｍａｔａｉ’ａ はフ ァレアタの開祖 Ａｔａ の孫 であった し，

Ｓｅｉｕｌｉは Ｍ ａｌｉｅｔｏａ’Ａｅ’ｏ’ａｉｎｕ’Ｕ の息子 である。 また Ｆａｕｍｕｉｎａは隣 りのアアナ地

方 の最高位称号 Ｔｕｉａ’ａｎａの称号を持 っていた Ｔｕｉａ’ａｎａ　Ｆａｕｍｕｉｎａ と関連を もつ。

これに対 して ｔｕｌａｆａｌｅの正統性 の根拠 は， 主 と して何 らかの功績 に対す る 嬢 ９α（任

命） である といえ よう。 ここでは Ｔｏ’ａｆａ 及び Ｓａｏｆａ’ｉｇａ の 頓 ９α しか提示で きな

か ったが，ｔｕｌａｆａｌｅの 頑 ｇα に関す る話は Ｋｒａｍｅｒ にも数多 く見 られる し，筆者 も

他 の地方 に関 して い くつか採録 した。その話 の中には， トゥアマサガ地方 の成立伝承

（Ａｔｉｏｇｉｅの任命 と Ｍ ａｌｉｅｔｏａ　Ｇａｎａｓａｖｅａの任命）のよ うに ａｌｉ’ｉに関す るもの も混 っ

て いるが， これ らの ａｌｉ’ｉは話 の中で 傾 ９αと同時 にその血 筋が明 らかにされてお り，

功績 とい うよ りはむ しろ血筋のゆえに 傾 ９αを与 え られ たと考え ることができる。た

しか に 頃 ｇαを もつ とい うこと自体 は，よ り高い何 らかの権威 に従属 しているという

ことを示 す ものであるともいえよ う。 ある高位 ａｌｉ’ｉに， あなたの称号名の 勿６ｇα は

何 かとたずねた時，彼 は嫌 そ うな顔 を して， そのよ うな ものはない， といい放 った。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 アスクリプシヨン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アチリブメント

すなわち，ａｌｉ’ｉの地位 の正統性 は 生 得 であ り，　ｔａｌａｆａｌｅのそれは 業 績 であ ると

大 きく区別す ることも可能で あろう。
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　 ここで Ｔｏ’ａｆａ という ｔｕｌａｆａｔｅ団についてみてみると，　Ｔｏ’ａｆ乙自身 の 傾 ８８に関す

る伝承 とい うのはこれまでの ところ採録で きて いない。 Ｓａｏｆａ’ｉｇａ成 立の伝承 の中で

は Ｔｏ’ａｆ５は既成の ものであ った。 そ してそ こでは Ｔｏ’ａｆａ の由緒正 しさ とい うもの

が語 られている。Ｔｏ’ａｆａの うちの一称号，　Ａｌｅに関 しては，　Ｍ ａｌｉｅｔｏａ称号 の成立の

伝承 の中でその系譜 の中に織 り込まれ， これが Ｍａｌｉｅｔｏａ より起源 の古 い称号であ る

証拠 と して多 くの人 々の知 るところ とな ってい るので ある。すなわち Ｔｏ’ａｆａは，そ

のアチーブメ ン トよ りもアス ク リプ シ ョンが強調 され，由緒正 しさのうちにその存在

の根拠が求 め られているのであ り，ｔｕｌａｆａｌｅであ りなが らある意味では ａｌｉ’ｉ的な正統

性を もってい るといえよ う。最初の演説を Ｓａｏｆａ’ｉｇａ に譲 り，「ａｔｉ’ｉの如 き威厳 をも

って，ノゐ’α矯卿 αψα （お ごそかに座 る）す る」 とい うその姿 は，ａｌｉ’ｉ的性格 を多分 に

有 してい るのである。事実 Ｔｏ’ａｆａには，　ｔｔｔｌａｆａｌｅと して の敬称 ， 彦げ４が用 い られ，

ｔｕｌａｆａｌｅに対す る挨拶，　ｍａｌｉｕ　ｍａｉ（よ うこそ） で呼 びかけ られなが ら， 時 に ｔｕｌａｆａｌｅ

ａｌｉ’ｉ（称号名 によって は ａｌｉ’ｉと ｔｕｌａｆａｌｅの どちらの役割 もとることができるものが例

外的 にある。演説す る役になることも， おごそかに座 る役 も， どちらも自 らの自由で

選択可能）であ ると称 している。また称 号就任式 の際 にも，ａｌｉ’ｉの就任式 の特徴であ

る ’ｉｅ　ｔｏｇａ （細編み ござ） の分配 を行 なう ので あ る ［山本 ・山本 　１９８１：１４４－１４８］。

また， はっきりした主従 関係を もたない ことも ｔｕｌａｆａｌｅらしくない印 といえ る。

　 以上の如 くＴｏ’ａｆ亘 は ａｌｉ’ｉ化 した ｔｕｌａｆａｌｅとな ってい るといえるが，その原 因は

先の伝承の解釈 と同 じ様 に二通 り考 え ることが可能であろ う。歴史的 に解釈す るな ら

ば，Ｔｏ’ａｆａ の ｔｕｌａｆａｌｅ としての正統性の原理であ るアチーブメン トがあま りに古 い

もの とな って くると，それが由緒正 しさ，すなわ ちアスク リプ ションに転 化 してい く

のであ る。 しか し ｔｕｌａｆａｌｅがい くら ａｌｉ’ｉ化 しても ａｌｉ’ｉとなることは できないか ら，

中途半端 な Ｔｏ’ａｆａ は 「威厳 を示 す ｔｕｌａｆａｌｅ」 として結局実務よ り疎外 され，実権を

Ｓａｏｆａ’ｉｇａに譲 る結果 とな って しま った のであ る。一方， この Ｔｏ’ａｆａの ａｌｉ’ｉ化 は，

Ｔｏ’ａｆａ と Ｓａｏｆａ’ｉｇａ の権力 争いの結果 と考え ることもで きよ う。　ｔｕｌａｆａｌｅ と しての

実権 は Ｓａｏｆａ’ｉｇａ が掌中にお さめて しまったので，争いに破れた Ｔｏ’ａｆａ はやむを得

ず，「名誉」 に救 いを求 めざ るを得 なか った のであ る。いずれの解釈 に従 うとしても，

Ｔｏ’ａｆａ と Ｓａｏｆａ’ｉｇａの聞の葛藤が このよ うに様 々な形で現れて きてい るといえ よう
。

Ｗ ． お わ り に

未 だ不 明な点 も多 いが， これまで集 めることので きた情報を もとに， ファレアタの
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地縁組織のな りたちを詳細 に記述 し，分析 してみた。第 Ｈ，皿章 を通 じて公式 な場面

で表 明され るファレアタの主要称号の関係 について記述 し，さ らに第 ＩＶ，　Ｖ，　Ｗ章 で

各称号 の系譜や伝承 について考察 してみた。 これ らの称号間の関係 をと らえ るの に，

トンガ社会 において可能 だ ったような一元的 な統合原理を見出す ことを我 々は断念 し

な くてはな らない。 ファレアタがフ ァレアタ とい う地縁集団 と してま とまって いるの

は， トゥアマサガの中の 海 ’副 という役割 で他 か ら区切 られてい るか らで あり，また

この ｉｔｔｉ’ａｕは Ｍ ａｌｉｅｔｏａの弟 Ｔｕｎａによ り形成 された ところである。 しか し Ｔｕｎａ

の家系 は もはや ファ レアタには存在 して おらず，かわ りにフ ァレアタに 「君臨」 して

い るのは，Ｆａｕｍｕｉｎａ，　Ｍ ａｔａｉ’ａ，　Ｓｅｉｕｌｉという ３称号の高位 ａｌｉ’ｉであるが，彼 らは成

立の時期 や経緯 もまちまちであ り，称号の起 源 と しての系譜的 よりどころ も異 なって

いる。ファレアタの高位 ａｔｉ’ｉた ちは互いに異質 な権威を背後にひかえながら，ひとつ

の地縁組織の中に同居 しているのであ る。ａｌｉ’ｉと ｔｕｌａｆａｔｅの対 の関係 に して も，それ

らの結びつ き方 は一様 でない。Ｓｅｉｕｌｉと Ｕｌｕｇｉａのよ うに姻戚 関係で結びつ くもの も

あれ ば，Ｍａｔａｉ’ａと Ｔｏ’ａｆａの ように親族 関係を辿 ることので きないもの もあ る。 こ

のよ うに称号名相 互の関係 は様 々であ り， これ らの結びつ きは互 いの矛盾を内 に含み

つつ， また含むがゆえに， サモアの称号 システムは演説 によ ってその場 その場で再生

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ブリコラ　ジユ

され る ｔｕｌａｆａｌｅたちの 手 仕 事 のよ うな もので ある２８）。

　 サモアの政治構造のい くつかの特徴が ファレァタの称号 シス テムを描写す る中で明

らかにな ったはずであ る。まず第一 に称号の序 列が多分 に象徴的対立 の原理 に基づ い

てい ることである。ｆｏｎｏの際 の席次 はま さにその事実を よ く表現 している。右 と左 の

両方 に ｔａｌａがあ り， どちらも上座であ る。フ ァレアタにおいて Ｆａｕｍｕｉｎａ，　Ｍ ａｔａｉ’ａ，

Ｓｅｉｕｌｉの間で Ｆａｕｍｕｉｎａ が最高位 であるという意見 もないわ けで はないが，すべ て

同格であ ると主張す る声 もあ る。 しか しこれ らの間に順位 があるか，等位 であ るかは，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　

さほど問題ではない。 ほぼ同格 の等 しい称号 が互 いに対峙 している ということが重要

である。ｔｕｌａｆａｌｅ同士 の場合，ただ座 って地縁集団の部分 を代表す るのではな く，ａｔｉ’ｉ

によって代表 されたそれ らの部分を接合 する仕事 ゆえ，役割分担 とい うことを通 じて

順位 が顕在化 しやすい。 しか しそれ にもかかわ らず， ファ レアタの場合 には実務 と名

誉 の分離 を通 じて Ｔｏ’ａｆａと Ｓａｏｆａ’ｉｇａの ２つの ｔｕｌａｆａｔｅ団がね じれた位相 の上で対

峙 しているのである。

　 このよ うに中心性を もたずに多元的な象徴的対立 の上 に成立 してい るのがサモアの

地縁組織 であるが， これが さらに上の レベル に代表者， も しくは代理人をお くる際 に

２８） 脚 注 ２） 参 照 。
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は，象徴 的対立を忘れたかの如 くに一見奇妙 な互換性 の原理が働 く。 フ ァレアタであ

れ ばａｌｉ’ｉな ら三大 ａｌｉ’ｉのうち誰で もが，　ｔｕｇａｆａｌｅな ら三大 ｔｕｌａｆａｌｅ団 の うち誰で もが

代表者 とな り得て，代表者 とな った人 はあたか もファレアタの唯ひ とりの権威者 の如

くふ るま う。例 えばｆｏｎｏ召集 につ いて高位 ａｌｉ’ｉ称号 の面 々は互いに相談す ることに

よって決め るので はな く，個 々の称号保持者が必要 と思 った時召集を単独 で決 めるこ

とがで きる。 また トゥアマサガの ．加 ｏにおいて， ファレアタの代 表 として出席す る

場合 は，三大 ｔｕｌａｆａｌｅ団 の代表者な ら誰 で も， また場合 によ っては ３人の ａｌｉ’ｉも含

め，彼 らの うち誰 でもが代表者 として演説 し得 るのであ る。称号分裂 の生 じている称

号 名につ いて も同様 で，ｆｏｎｏ において は ひ とりがあたか も単独の称号保 持者 の如 く

ふ るま う。称号分裂 は分身の術のよ うなもので，限 りあ る権力を複数 に分 けて成立 さ

せ るのではな く，相似的 な権力をい くつ もつ くり出 して しま うのであ る。

　 同 じく，中心性 のないサモ アの政治構造 において，常 にそ うとは限 らないが，権威

の根拠 は地縁組織 の内部 ではな く外部にあることが多い とい うことも指摘 で きる。 と

い うの もすべてに とって権威 とな っている ものを内部にみつけるということが困難 で

あ る場合 がほとんどだか らである。本稿で検討す る機会 はなか ったが， い くつかの称

号 の起源伝説を調べてみる と， Ｔｕｉｍａｎｕ’ａ （マヌア諸島２９）の王） や，　Ｔｕｉｆｉｔｉ（フィ

ジー王），Ｔｕｉｔｏｇａ（トンガ王），　Ｎａｆａｎｕａ（サヴ ァイイ島の戦 いの女神）に出 自を辿 っ

た り，命名 されているものが けっこう多 い。また第 ＶＩ章 で詳 しく検討 した Ｔａｆａ’ｉｇａｔａ

も，外部か らの権威 ではないが少な くとも地縁組織 の内部か らは超越 して いることが

指摘で きるのである。

　 このよ うにフ ァレアタは， 中心牲を欠 きなが らも，ａｌｉ’ｉ間，　ｔｕｔａｆａｌｅ間， また ａｌｉ’ｉ／

ｔｕｌａｆａｌｅ問 の多元的な象徴的対立 の上 に， 異質 な権威 をたばねつつ，複雑 に構成 され

た小宇宙であ る。 このよ うな地縁組織の秩序 は，村 とい った狭 い地域 か ら始 ま ってサ

モア全 体を含 みこむ最大限の拡 が りに至 るまでの様 々な レベル において固有 に実現 さ

れてい る。確か に上位，下位 の レベル間の関連づけは存在す るが，む しろ一元的原理

を欠 くが故 に， トンガ におけ るの とは違 って，それ らは相対的な独 立を保 って いると

い うことがで きる。 まさにこのよ うな組織上の特性 の故 に こそ，サモアの首長制 は，

ポ リネ シアの伝統 的政治 シス テムの中で もユ ニークな存在 とな っているので ある。３０）

２９） サ モ ア諸 島東 端 の小 島群 。 西 サ モア 及 び トゥ トゥイ ラ島 の政 治 組織 に は属 さ な い。 図 １参 照 。

３０） この意 味 で，Ｍ ，　Ｍ ｅａｄの批 判 と して 最近 話 題 を 集 あ た Ｆｒｅｅｍａｎ著 Ｍ ａｒｇａｒｅｔ　Ｍ ｅａｄ　ａｎｄ　Ｓａｍｏａ

　 の， 少 な くと も首 長 システ ム に関 す る 分 析 を筆 者 は認 め な い 。 サ モ ア の首 長 システ ム を 他 の

　 ポ リネ シ ア社会 の それ と根 本 的 に変 わ らな い もの と して と らえ る 彼 の 基 本 的 論点 ［ＦＲＥＥＭＡＮ

　 １９６４］，［ＦＲＥＥＭＡＮ　 １９８３：１３１－１４０］は， 表面 的 な 「事 実 」 の 整 合性 に もかか わ らず ， サ モ ア社

　 会 の 本質 を と らえ得 て い な い。
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